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（三）

は
じ
め
に

一
前
田
山
遺
跡
と
蓮
ヶ
遺
跡
の
分
析

①
遺
跡
の
概
要
と
周
辺
の
環
境
の
検
討

②
甕
形
土
器
の
変
遷
（
以
上
第
一
＿
一
十
三
号
）

③
住
居
遺
構
群
の
変
遷
過
程

二
土
器
の
変
異
と
集
団

①
土
器
の
地
域
色
の
発
現
過
程
（
以
上
第
三
十
四
号
）

②
土
器
の
部
分
要
素
の
変
遷
過
程
（
以
下
本
号
）

三
弥
生
時
代
前
期
の
集
団
関
係

お
わ
り
に

②
土
器
の
部
分
要
素
の
変
遷
過
程

前
節
で
は
、
土
器
の
地
域
色
の
あ
ら
わ
れ
方
が
、
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
微
妙
に
異
な
っ
て

土
器
と
集
団

目

次

ー
弥
生
時
代
前
期
の
集
団
関
係
|
|
|

土
器
と
集
団

（三）
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土
器
と
集
団

い
な
が
ら
も
、
大
枠
で
は
一
定
の
共
通
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
土
器
様
式
の
空
間
的
な
変
異
を
生
み
出
す
基
本
的

な
単
位
を
知
る
手
掛
り
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
は
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
か
ら
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
む
か
い
、
甕
形
土
器
の
主
体
が
甕
A
か
ら
甕

B
へ
と
移
り
変
わ
る
と
い
う
、
土
器
様
式
の
時
間
的
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
を
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
み
る
と
、

軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、

B
群
や
C
群
と
い
っ
た
よ
り
大
き

な
枠
組
み
で
共
通
し
た
変
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
変
化
は
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
を
含
む
北
部
九
州
地
方
で
も
西
半
部
の
土
器

の
地
域
色
で
も
あ
る
。
北
部
九
州
地
方
全
域
で
共
通
し
、
時
間
の
変
化
を
あ
ら
わ
す
土
器
の
部
分
要
素
を
取
り
出
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

さ
て
、
北
部
九
州
地
方
の
弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
の
土
器
の
時
間
的
な
変
化
は
、
甕
形
土
器
の
底
部
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言

わ
れ
て
き
た
。
薄
い
安
定
感
の
あ
る
平
底
か
ら
腰
高
の
厚
い
上
げ
底
へ
の
変
化
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
胴
部
下
半
か
ら
底
部
の
外
観
、

そ
し
て
器
形
全
体
は
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
れ
は
、
北
部
九
州
地
方
の
全
域
で
共
通
し
て
み
ら
れ
る
甕
形
土
器
の
時
間
的
な
変
化
で
も
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
甕
形
土
器
の
胴
部
下
半
か
ら
底
部
の
形
状
を
、
時
間
的
な
変
化
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
部
分
要
素
と
し
て
取
り
上
げ

て
み
よ
う
。

本
稿
で
は
、
板
付
Il式
土
器
古
段
階
し
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
甕
形
土
器
の
変
遷
過
程
を
み
た
時
、
器
面
調
整
に
よ
る
微
妙
な
凹
凸

を
無
視
し
た
胴
部
下
半
し
底
部
の
形
状
を
、
底
部
a
し
底
部
g
に
区
分
し
た
。
底
部

a
l
g
は
、
第
17
ー
2
0
図
の
よ
う
に
時
間
的
に
細
か

な
形
状
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
田
山
遺
跡
で
は
、
板
付

II式
土
器
古
段
階
ー
中
段
階
の
資
料
が
少
な
い
の
で
、
第
1
7
.
1
8
図

底
部
a
…
広
め
の
安
定
感
の
あ
る
平
底
か
ら
緩
や
か
に
ふ
く
ら
む
胴
部
下
半
へ
と
つ
づ
く
も
の
で
、
板
付

II式
土
器
古
段
階
と
中
段
階

底
部
b
…
底
部

a
と
同
じ
く
安
定
感
の
あ
る
平
底
を
も
つ
が
、
胴
部
下
半
が
、
直
線
的
に
す
ぽ
ま
る
。
板
付

II式
土
器
古
段
階
と
中
段

に
見
ら
れ
る
（
第
17
図
1
.
2
、
第
19
図
ー
ー
3
)
。

に
は
葛
川
遺
跡
と
下
稗
田
遺
跡
の
資
料
を
補
っ
て
い
る
。

曰

-
l
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巴I

階
に
見
ら
れ
る
。
前
者
と
比
べ
後
者
ば
、
底
径
が
若
干
小
さ
く
、
胴
部
下
半
は
あ
ま
り
ひ
ろ
が
ら
ず
、
細
身
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
呈
す

底
部
c
…
底
部

a
.
b
と
同
し
く
薄
で
の
平
底
で
、
底
部
側
面
が
内
彎
し
て
す
ぽ
ま
り
、
細
身
の
胴
部
下
半
を
呈
す
る
。
板
付

II式
土

器
古
段
階
！
新
段
階
に
み
ら
れ
る
。
古
段
階
の
も
の
が
、
胴
部
径
と
比
べ
底
径
が
大
き
く
安
定
し
た
平
底
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
段
階

1
新
段
階
の
も
の
は
、
底
径
が
小
さ
く
胴
部
下
半
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
変
換
点
付
近
で
強
く
内
彎
す
る
。
と
く
に
、
新
段
階
の
も
の
は
、

古
ー
中
段
階
の
も
の
と
比
べ
、
若
干
厚
底
化
し
、
器
形
全
体
と
し
て
腰
の
高
い
。
フ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
も
つ
（
第
17
図
5
1
8
、
第
19
図
8
1
1
3
)
。

底
部
d
:
．
胴
部
下
半
が
ふ
く
ら
み
な
が
ら
、
あ
る
い
は
ほ
ぽ
直
線
的
に
す
ぽ
ま
り
、
底
部
裾
か
「
ハ
」
字
状
に
張
り
出
す
。
底
部
d
は、

葛
川
・
下
稗
田
・
前
田
山
遺
跡
で
は
板
付

II式
土
器
新
段
階
に
姿
を
消
す
の
に
対
し
て
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
は
須
玖

l
式
土
器
古
段
階
ま
で

継
続
し
て
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
北
部
九
州
地
方
で
も
東
半
部
と
西
半
部
と
で
の
地
域
差
で
あ
る
。
板
付

II式
土
器
古
段
階
の
も
の
は
、
底

邪
裾
の
張
り
出
し
が
小
さ
く
、
薄
で
の
平
底
で
あ
る
。
中
段
階
の
も
の
は
裾
の
張
り
出
し
が
目
立
ち
、
ふ
ん
ば
っ
た
よ
う
に
ふ
く
ら
み
を

も
つ
。
板
付

II式
土
器
新
段
階
ー
須
玖

I
式
土
器
古
段
陪
の
も
の
は
、
厚
底
化
が
著
し
く
、
器
形
全
休
は
細
身
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
呈

底
部
e
・・・底部
d
や
後
述
の
底
部
g
の
よ
う
に
、
底
部
裾
が
張
り
出
さ
ず
、
ほ
ぽ
垂
直
に
立
ち
上
が
る
も
の
で
、
器
形
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
は
、
細
身
で
腰
が
高
い
。
板
付

II式
土
器
中
段
階
ー
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
み
ら
れ
る
。
板
付

II式
土
器
中
段
階
の
も
の
は
、

底
部
の
立
ち
上
が
り
は
短
く
、
底
部
C

に
ち
か
い
。
新
段
階
の
も
の
は
、
厚
い
上
げ
底
で
、
器
形
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
腰
高
で
無

花
果
状
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
｀
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
は
い
っ
そ
う
強
ま
る
（
第
18
図
1
1
1
1
5
、
第
20
図
2
0
1
2
3
)
3

底
部
f
…
胴
部
下
半
か
ら
底
部
に
か
け
て
の
変
換
点
付
近
で
く
び
れ
、
底
部
裾
が
張
り
出
す
。
板
付

II式
土
器
中
段
階
ー
須
玖

I
式
土

器
古
段
階
に
み
ら
れ
る
。
板
付

II式
土
器
中
段
階
の
も
の
は
、
く
び
れ
の
度
合
が
小
さ
く
、
底
部
C

も
し
く
は
底
部
d
に
ち
か
い
C)

板
付

II式
土
器
新
段
階
ー
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
も
の
は
、
厚
底
化
が
著
し
く
、
裾
の
張
り
出
し
が
目
立
ち
、
く
び
れ
の
度
合
も
大
き
い
。

土
器
と
集
団

す
る
（
第
17
図
9
.
1
0
、
第
19
図
1
4
1
1
9
)
0

る
（
第
17
図
3
.
4
、
第
19
図
4
ー
7
)
。
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土
器
と
集
団

一
群
と
し
て
大
き
く
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
時

器
形
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
、
底
部
e
と
同
じ
く
腰
高
で
無
花
果
状
で
あ
る
（
第
1
8
図
16
ー
20
、
第
20
図
24
ー
29)
。

底
部

g
…
底
部
f
と
同
じ
く
底
部
の
上
方
で
く
び
れ
る
が
、
裾
が
底
部
d
の
よ
う
に
ふ
ん
ば
り
気
味
に
張
り
出
す
。
底
部
d
と
同
じ
く
、

葛
川
・
下
稗
田
・
前
田
山
遺
跡
で
は
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
し
新
段
階
に
み
ら
れ
る
が
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
は
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
ま

で
み
ら
れ
る
。
こ
れ
も
北
部
九
州
地
方
西
半
部
と
東
半
部
と
で
の
地
域
差
で
あ
る
。
板
付

II式
土
器
中
段
階
の
も
の
は
、
底
部
の
上
方
の

く
び
れ
が
小
さ
く
底
部
d
に
ち
か
い
。
板
付

II式
土
器
新
段
階
の
も
の
は
、
厚
底
で
、
く
び
れ
の
度
合
が
大
き
く
裾
の
張
り
出
し
も
つ
よ
い
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
、
さ
ら
に
著
し
い
。
器
形
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
、
底
部

e
.
f
と
同
じ
く
腰
高
で

無
花
果
状
で
あ
る
（
第
1
8
図
21
ー
23
、
第
20
図
3
0
ー

34)
。

以
上
の
底
部

a
i
g
の
中
で
、
底
部

a
i
C
は
、
形
状
的
に
類
似
し
て
お
り
、

間
的
に
先
行
す
る
板
付

I
式
土
器
の
甕
形
土
器
に
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
底
部

d
.
g
も
一
群
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
先
行
の
夜
臼
式
土

器
に
代
表
さ
れ
る
凸
帯
文
土
器
の
甕
形
土
器
と
共
通
し
て
い
る
。
底
部

e
.
f
は
、
須
玖

I
式
土
器
中
段
階
以
降
の
甕
形
土
器
へ
と
ひ
き

つ
が
れ
る
も
の
で
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
に
登
場
す
る
が
、
底
部
C

と
底
部
d
の
両
者
と
共
通
す
る
形
状
を
も
ち
、
板
付

II式
土
器
古

段
階
ー
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
は
、
底
部

a
l
C
の
一
群
と
底
部

d
.
g
の
一
群
と
の
中
間
的
な
位
置
付
け
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
以

上
の
底
部

a
i
g
の
時
期
ご
と
の
存
否
関
係
を
み
る
と
、
底
部

a
i
C
が
底
部

e
i
g
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
時
間
的
な
変
化
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
（
第
1
表
）
。
さ
ら
に
、
遺
跡
ご
と
の
出
土
比
率
を
み
て
も
、
底
部

a
i
C
が
次
第
に
少
な
く
な
り
、
か
わ
っ
て
底
部

f
.
g
が

る

28)

多
く
な
る
（
第
21
図
ー
①
・
②
）
。

で
は
、
前
田
山
遺
跡
と
蓬
ヶ
浦
遺
跡
と
で
、
こ
う
し
た
底
部

a
i
g
の
時
間
的
な
変
化
は
、
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

f
o
 

、っカ

（三）
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土
器
と
集
団

（三）

第 1表底部a~gの時期ごとの存否

①前田山・葛川・下稗田遺踪

底部形状

言
b c 

0 0 

゜゜
゜

d
 

゜

e 

゜

゜

g
-
x
 

f
 

゜
0 0 

゜

゜
゜

②蓬ヶ浦遺跡

底部形状

言
b c d 

0 0 

゜
゜゜
゜

0

0

0

 

゜

g

x

o

 

f

x

o

 

e

x

 
0 0 

0 0 
゜
゜

(O 有 無

①葛川・前田山遺踪

5 

板付II式古段階
（葛川、31)

板付II式中段階
（前田山、7)

板付II式新段階
（前田山、85)

須玖I式古段階
（前田山、221)

②蓬ヶ浦遺跡 （ 

゜板付II式古段階
(68) 

板付II式中段階
(323) 

板付II式新段階
(125) 

須玖I式古段階
(136) 

）内は遺跡と資料数

50 100% 

）内は資料数
50 100% 

ロ底部a

三底部e

露穏底部b

ロ底部f

ロ 底部 C

ロ底部g

底部d

第21図 底部a~gの時期ごとの出土比率
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第2表 特性A・BによるaXbの分割表

XAlAzい

B1 B2 B3 ・・・・・・・・・・• • Bb f
 

全

P合

fl 1 

f21 

f31 

fl2 

f22 

f32 

b

b

b

 

1

2

3

 

f

f

f

 

••• 
．
．
．
 

．
．
．
 

~
~
~
 

••• 
~
~
~
 

~
~
~
 

．
．
．
 

3

3

3

 

1

2

3

 

f

f

f

 

Aa fal fa2 

： ： 
： ： 
． ：  

fa3 ・........... fab 

．
．
．
 

1

2

3

 

f

f

f

 

土
器
と
集
団

の
対
象
と
し
た
。

（三）

fa• 

合計 f・1 f • 2 f.3 ・・・・・・ ・・・・・・ f•b 

前
田
山
遺
跡

II地
区
で
遺
構
に
と
も
な
う
甕
形
土
器
の
底
部
の
資
料
は
、
総
数
三
一
三
点
を
数
え
る
。
し
か
し
、
板
付

II式
土
器
古
段

階
の
遺
構
は
な
く
、
中
段
階
の
資
料
も
七
点
と
極
端
に
少
な
い
（
第
3
表
ー
①
）
。
そ
の
た
め
、
板
付

II式
土
器
新
段
階
よ
り
以
降
を
検
討

ま
ず
、
前
田
山
遺
跡
で
の
底
部

a
i
g
の
出
土
数
を
、
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
分
割
表
に
整

理
し
た
（
第
3

表
I

②
•
⑤
)
。
こ
の
表
を
み
る
と
、
一
見
底
部

a
i
g
の
出
土
度
数
が
、
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
違
っ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
、
出
土
分
布
の
偏
り
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
本
当
に
違
い
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
そ
れ
を
判
断
す
る
一
っ
の
手
段
と
し
て
、
統
計
学
の
仮
説
検
定
の
手
法
を
使
っ
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
採
用
す
る
の
は
、
分
割
表

の
適
合
度
検
定
で
あ
る
。

適
合
度
検
定
は
、
母
集
団
か
ら

n
個
の
個
体
を
抽
出
し
て
、
そ
れ
ら
を
特
性
A
で
1
i
a
類
に
、

特
性
B
で
1
i
b
類
に
分
類
し
、
第
2
表
の

a
x
b
の
分
割
度
数
表
が
得
ら
れ
た
と
す
る
時
、

Ho
…
…
特
性
A
と
B
と
は
独
立
で
あ
る
。

が
正
し
い
と
し
た
場
合
、
各
セ
ル
（
項
）
に
は
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
度
数
（
期
待
度
数
）
と
、

出
土
度
数
が
ど
れ
く
ら
い
適
合
し
て
い
る
か
で
、
仮
説
HO
を
棄
却
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
す
る

(29) 

検
定
で
あ
る
。
出
土
度
数
と
期
待
度
数
の
適
合
度
、

つ
ま
り
ズ
レ
の
大
き
さ
を
あ
ら
わ
す
尺
度

と
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
式

(
1
)

が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
適
合
度
を

zと
あ
ら
わ
す
。

本
稿
で
は
、
母
集
団
か
ら
抽
出
さ
れ
る

n
個
の
個
体
と
は
、
甕
形
土
器
の
底
部
の
出
土
数
で

あ
る
。
特
性
A
と
は
、
甕
形
土
器
の
胴
部
下
半
か
ら
底
部
の
形
状
の
分
類
で
あ
り
、
特
性
B
は

仮
説

a
前
田
山
遺
跡

II地
区
で
の
底
部

a
I
g
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土
器
と
集
団

式(1)

式(2)

式(3)

式(4)

式(5)

式(6)

式(7)

式(8)

式(9)

式(10)

式(11)

＜適合度検定にかかわる計算式〉
k こ（出土1支敷一期待度敷）2
i=l 期待度敷

H : Pn= r, 7 j t=l, 2, 3, ·••a J=l, 2, 3,..., b 

（三）
E1」=nて ITJ J 

△
n
t
_
n
 

=
＝
-

~,J ＾

て

＾

n
＇

t=l, 2, 3, ·••a, 

l=l, 2, 3,... b 

＾ ^  恥＝ nて， T/j = 
f,.fj 
n 

Z =k k 
a b (fリー恥）2

i=li=l ElJ 

w: Z > X 2 (k-r -1, a) 

式(12)

式(13)

k-r -1 = ab - l (a -l) ＋ （b -l) ! -l = （a -1) （b -l) 

w:Z>X刊(a-l)+(b-1), a) 

第 3表ー③における IIB群の底部fの期待度数

期待度数
24X33 

=~=9.32 

第3表ー③・④から計算される適合度z

Z= 
(5-5.35)～ （2-l. 68) ＋ （2-2. 30)し＋ （4-3．67)2 

5.35 
＋ 
1.68 2.30 3.67 

(17-13.59/. (4-4.27)2. (4-5.82)". (8-9.32/ 
+ + + 13.59. 4.27. 5.82 ・ 9.32 

(4 -7.00) 2 (4 -2. 20) 2 (5-3.00) 2 (4-4. 80) 2 

7.00 
＋ 
2.20 

＋ 
3.00 

＋ 
4.80 

(9-9.（）6) 2 + （1 -2.85) t + （4-3.88) 2 (8-6.2]） 3 
＋ ＝ 

9.06 2.85 3.88 6.21 
7.73 

X2((4-1)(4-1), 0.05)=X2(9, 0.05)=16.92 

次
に
、

各
セ
ル
（
項
）
に

え
ら
れ
る
。

に
有
意
の
偏
り
が
あ
る
と
考

ま
と
ま
り
ご
と
の
出
土
分
布

中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の

a
I
g
は
竪
穴
式
住
居
跡
を

仮
説

HO
は
棄
却
さ
れ
、
底
部

て、

N
の
値
が
大
き
け
れ
ば
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し

り
は
な
い
）
。

（
つ
ま
り
、
出
土
分
布
に
偏

り
ご
と
に
出
土
差
が
な
い

は
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と

る
。
そ
し
て
、
仮
説
Ho
と
は
、

遺
構
群
の
ま
と
ま
り
で
あ

Ho
…
…
底
部

a
l
g

し
た
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま

住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居

そ
の
個
体
が
出
土
し
た
竪
穴
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土
器
と
集
団

―
つ
の
個
体
が
セ
ル

(A,
、
BJ)

に
属
す
る
確
率
を
pij
と
お
く
と
、
仮
説
HO
は
前
ペ
ー
ジ
の
式

(
2
)
と
も
あ
ら

わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
て
，
は
特
性
A
が
カ
テ
ゴ
リ
l

A
に
属
す
る
確
率
、

1
は
特
性
B
が
カ
テ
ゴ
リ
l

B
に
属
す
る
確
率
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
総
和
は
、

の
セ
ル

(A,
、
Bj)

の
期
待
度
数
を
Eii
と
す
る
と
、
式

(
3
)
と
あ
ら
わ
せ
る
。
て
，
と

1
は
未
知
で
あ
る
か
ら
、
デ
ー
タ
か
ら
推
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
て
ど

1
は
そ
れ
ぞ
れ
、
式

(
4
)
、（
5
)
で
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
式

(
3
)
よ
り
、
セ
ル

(Ai
、
Bi)

の
期
待
度

数
Eii
は
、
式

(
6
)
と
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
出
土
度
数
と
期
待
度
数
と
の
適
合
度

zは
、
式

(7)
と
あ
ら
わ
せ
る
。

と
こ
ろ
で
、
抽
出
し
た
個
体
数

n
が
大
き
い
と
き
、

れ
と
比
較
し
て

zの
値
が
大
き
い
か
小
さ
い
か
を
み
る
こ
と
に
な
り
、
仮
説
HO
の
有
意
水
準
a
の
検
定
で
、
仮
説
HO
を
棄
却
す
る
条
件
は

式

(
8
)
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。

ー、a
 

て

．．．．．．． 
こ
こ
で

r
は
、
仮
説
Ho
で
の
期
待
度
数
を
求
め
る
の
に
デ
ー
タ
か
ら
推
定
し
た
未
知
母
数
で
あ
る
。
こ
の
未
知
母
数
は
、

7
.
7
.
7
•

…
…
•
爪
¢

と
な
る
。
こ
れ
を
式

(
8
)

に
代
入
し
、
式

(10)
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
式

(10)

を
確
率
a
で
棄
却
す
る
条
件
で
あ
る
。

た
だ
し
、

な
い
。

a

ヽ

:
＋

T
z
+
[
＋
…
…
十
て

1
1
1

は
い
る
期
待
度
数
は
、
（三）

1
＋
別
＋

1
+
…
…
＋
列
1
1
1
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

zは
近
似
的
に
自
由
度
K
I
rー

1
の
カ
イ
ニ
乗
分
布
を
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

(
a
ー

l
)
+
（b
|

1

)

個
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

HO
が
正
し
い
と
し
た
時

1

2

3

 

て．
T

．て・

カ
イ
ニ
乗
分
布
の
自
由
度
は
式

(
9
)

は
、
仮
説
HO
が
真
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

つ
ま
り
、
式

(10)
が
満
足
さ
れ
れ
ば
、
仮
説
HO
は
棄
却
さ
れ
、
満
足
さ
れ
な
け
れ
ば
棄
却
さ
れ

N
の
分
布
は
近
似
理
論
の
関
係
で
、
各
セ
ル
で
の
期
待
度
数
が
5
以
上
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ

う
に
前
田
山
遺
跡
や
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
は
、
こ
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
こ
の
条
件
を
で
き
る
だ
け
満
た
す

よ
う
に
セ
ル
を
統
合
し
て
期
待
度
数
を
計
算
し
た
。
た
と
え
ば
、
前
田
山
遺
跡
の
板
付

II式
土
器
新
段
階
の
場
合
で
は
、
後
述
す
る
よ
う

に
系
譜
関
係
の
近
い
底
部
b
.
c
、
底
部
d
.
g
、
そ
し
て
底
部

e
、
底
部
f
の
四
つ
に
ま
と
め
て
、
期
待
度
数
を
計
算
し
た
。
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第3表 前田山遺跡での底部a~gの出土度数および期待度数表

土
器
と
集
団

悶反五虹II-I式；ここ：：竺/i喜ぉ；方恥a~gのIII:：百：：国；bと合↑C土：： d底苔〖e底享〖f底百〖g-I合pt

（三）

②板付II式土器新段階における底部b~gのIIA~IID群ごとの出土度数(l)

［［匡＿1：：:；：式告：桑：星：1：6汀：：［〗［3[噂；〖b底誓c底汀〖d底[〖e底::f底[〖g-I〗〗t
③板付11式土器新段階における底部a~gの
IlA~IlD群ごとの出土度数(2)

群 ＇底部；底部：
b+c : d+g : ；底部e:底部f

11 A群 5 : 2 : 2 : 4 I 13 
--—• ----～ -------------F - - - - - - - • - ~ - - - • - - - -—噌—----------------

11 B群 17: 4 : 4 : 8 I 33 
- - - - - - - - - - 0 - - - - - - - - --―← -------•・し—--―← ----4.  • - -- ---- - ---- • - ---

11 C群 4: 4 : 5 : 4 I 17 
------← ---—• → ---------し---------L―← -------1 -------------------
11 D群 9’: 1 : 4 : 8 I 22 
合計 35: 11 ! 15 ! 24 I 85 

小 合計

闘が計算された期待度数表

小群
底部：底部：
b+c : d+g : 

；底部e：底部f 合計

II A群 5.35:1.68: 2.30: 3.67 I 13.00 
・ • • ---・ • -----• -----・ • --~ -------—→ャーー一—· • --．．．. -----• ----．.. ---
II B群 13.59:4.27: 5.82: 9.32 I 33.00 

-- • • ---- • • ---- • • - ---- • e --- • • ---- • • • ---- • • • • -- • • ----0 - - - - • • - - - -

II C群 7.oo:2.20: 3.0o: 4.80 I 11.00 
• -n• D群•--5.. 06―: -2. --• 5 -［― -i..88 ! ―-6. 2l--22ー五o
合計 35.oo! 11.00 ! 15.oo: 24.oo I 85.oo 

⑤須玖I式土器古段階における底部C•e• f • gのIIA-IID群ごとの出土度数

音嘩［［ ；［〗〗：喜望こ:2135138 140［言言言言g1言
麟から計算された期待度数

小群 底部c!底部e；底部f：底部g 合計
II A群 11.89 : 7. 66 : 11. 40 : 5. 05 I 36. oo 
------------,-----------―'――----------,―-----------,------------,---------------II B群 19.49: 12.54 : 18.69 : 8.28 I 59.00 
------------•------------’------------·一—-----←---ー’一―----------・------------II C群 11.89 : 7. 66 : 11. 40 : 5. 05 I 36. oo 
II D群 29.73, 19. 14 28. 51 12. 62 -90. 00 
合計 73.oo! 47.oo ! 70.00 ! 31.00 I 221 
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土
器
と
集
団

で
は
、
前
田
山
遺
跡
の
板
付

II式
土
器
新
段
階
と
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
で
の
底
部

a
i
g
の
あ
り
方
を
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
板
付

II式
土
器
新
段
階
に
は
、
底
部

a
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
胴
部
下
半
か
ら
底
部
の
形
状
は
底
部
b
l
g
の
六
類
で
あ
る
。
ま
た
、
竪
穴
式

住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

IlA群
illD
群
の
四
群
で
、
基
本
的
に
は
一
ー
ニ
軒
の
竪
穴
式
住

居
跡
を
含
む
。
つ
ま
り
、
第
3
表
I

②
の
よ
う
に
、

6
x
4
の
分
割
表
が
作
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
仮
説
HO
は、

Ho
…
…
底
部
b
l
g
は
IlA群
IIlD群
ご
と
に
出
土
差
（
分
布
の
偏
り
）
は
な
い
。

で
あ
る
。
こ
の
仮
説
を
検
定
す
る
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
第
3
表
ー
②
か
ら
期
待
度
数
を
計
算
す
る
。
し
か
し
、
各
セ
ル

る
期
待
度
数
を
計
算
す
る
と
、

5
以
下
に
な
る
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
系
譜
関
係
の
近
い
底
部
b
.
c
と
底
部
d
.
g
、
そ
し
て
底
部
e
、

底
部
f
に
ま
と
め
て
、
第
3
表
I

③
の
よ
う
に

4
x
4
の
分
割
表
を
作
る
。
こ
の
時
、
各
セ
ル
に
は
い
る
期
待
度
数
の
計
算
は
、
式

(
6
)

か
ら
、
た
と
え
ば
、

IlB群
の
底
部
f
の
場
合
、
式

(11)

合
度
を
あ
ら
わ
す

zは
、
式

(
7
)
か
ら
式

(12)
と
し
て
計
算
さ
れ
、

こ
れ
で
カ
イ
ニ
乗
分
布
表
を
参
照
し
、

の
よ
う
に
、

9
.
3
2

の
値
が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
出
土
度
数
と
期
待
度
数
の
適

一
方
、
仮
説

HO
が
真
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
確
率
0
.
0
5

で
棄
却
す
る
棄
却
域
は
、
第
2
表
の
式

(
9
)
か
ら
式

(13)
と
な
る
。

1
1
1
6
.
9
2
と
い
う
値
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
値
と

z
の
値
を
較
べ
る
と
、
式

(10)

竺
(
9

、
0
.
0
5
)

の
仮
説

HO
を
棄
却
す
る
条
件
は
満
足
さ
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
仮
説
は
棄
却
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
底
部
b
i
g
は
IlA群
illD
群
ご
と

次
に
、
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
場
合
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
時
、
胴
部
下
半
か
ら
底
部
の
形
状
は
底
部

C
.
e
.
f
.
g
の
四
類
で

あ
り
、
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
は

IlA
群

IIlD
群
の
四
群
で
あ
る
。
第
3
表
ー
⑤
・
⑥
か
ら
N
1
1
1
6
.

8
2
 

の
値
が
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
カ
イ
ニ
乗
分
布
表
の
中
で
X
2
 
(
9

、
0
.
0
5
)

さ
れ
な
い
。

N
1
1
7
.
7
3

の
値
が
得
ら
れ
る
。

1
1
1
6
.
9
2
と
な
り
、
確
率
0
.
0
5

で
仮
説
を
棄
却
す
る
条
件
は
満
た

つ
ま
り
、
板
付

II式
土
器
新
段
階
同
様
に
、
底
部

C
.
e
.
f
.
g
は
IlA群
illD
群
の
四
群
ご
と
の
出
土
分
布
に
は
有
意
な

偏
り
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

に
出
土
分
布
の
有
意
な
偏
り
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

（三）

項
）
に
は
い
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（三）

以
上
の
、
統
計
学
の
仮
説
検
定
か
ら
、
前
田
山
遺
跡
で
は
、
板
付

II式
土
器
新
段
階
し
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
を
通
じ
て
、
底
部
b
i

g
は、

IlA群
lllD群
と
い
っ
た
一
ー
ニ
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
、
有
意
な
分
布
の
偏
り
が

蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
の
底
部

a
l
g

で
は
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
は
遺
構
に
と
も
な
う
甕
形
土
器
の
底
部
資
料
は
、
総
数
六
五
二
点
で
あ
る
。

一
ー
ニ
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
が
、
単
独
あ
る
い
は
複
数
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
る
B
.
C
.

E
.
G
群
と
い
う
大
群
ご
と
に
、
底
部

a
i
g
の
出
土
分
布
に
偏
り
が
あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
第
4
表
ー
①
に

各
群
ご
と
の
底
部

a
l
g
の
出
土
度
数
の
差
、

示
し
た
よ
う
に
、
板
付

11式
土
器
古
段
階
に
は
、

B
群
を
除
き
C
.
E
.
G
群
で
の
底
部
資
料
の
出
土
度
数
は
10
以
下
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

つ
ま
り
出
土
分
布
の
偏
り
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

次
に
、
板
付

11式
土
器
中
段
階
に
は
、
第
4
表
ー
②
の
よ
う
に
、

E
群
で
の
資
料
が
8
点
と
少
な
い
。
ま
た
、
底
部
d
と
底
部
g
は、

B
.

C
.
G
群
で
も
少
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

③
を
作
成
し
た
。
こ
の
表
で
適
合
度
の
仮
説
検
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
こ
で
の
仮
説
HO
は、

ま
ず
、

E
群
を
除
き
、
底
部
d
.
g
を
一
類
に
ま
と
め
て
、

3
x
6
の
出
土
度
数
分
割
表
の
第
4
表
ー

Ho・
…
：
底
部
a
.
b
.
c
.
d
+
g
.
e
.
f
は
B
.
C
.
G
群
の
三
つ
の
群
ご
と
に
出
土
差
（
分
布
の
偏
り
）
は
な
い

で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
第
4

表
ー
③
か
ら
期
待
度
数
を
求
め
た
の
が
第4
表
—
④
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
表
か
ら
計
算
さ
れ
る
出
土
度
数

と
期
待
度
数
の
適
合
度
は
、

N
1
1
2
4
.
6
5
で
あ
る
。
一
方
、
カ
イ
ニ
乗
分
布
表
で
X
2
(
1
0
、
0
.
0
5
)
1
1
1
8
.
3
1
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

10
ペ
ー

ジ
の
式

(10)
は
満
足
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
仮
説
HO
は
棄
却
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
底
部

a
.
b
.
C
.
d
+
g
.
e
.
f
は、

B
.

C
.
G
群
の
三
つ
の
群
ご
と
に
有
意
な
分
布
の
偏
り
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
関
係
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
出
土
度
数
か
ら
期

待
度
数
を
差
し
引
い
た
値
を
グ
ラ
フ
化
し
た
の
が
第
22
図
ー
①
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
底
部
b
は
B
群
で
、
底
部
C

は
B
群
と
G
群
で
、
底

部
f
は
C
群
で
相
対
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

土
器
と
集
団

b
 

あ
る
と
は
言
え
な
い
。
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第4表 蓬ヶ浦遺跡での底部a～呼）出土度数表および期待度数表(1)

土
器
と
集
団 B群 51 

（三）

□ I合計

計 3
 

.

-

3

.

6

 

•• 
8
 

゜
68 

②板付Il式土器中段階における底部a~gのB・C・E・G群ごとの出土度数

大群 出土遺構 底部a：底部b：底部c：底部d：底部e：底部f：底部gl合計
J-1·3·5·9 、 D-2•3 、 P-1
F-3-4-21・25・26・35-37・39・42 I,n : 
45・49・54・59・74・75・77・80・ I •· : 19 i 82 i 90 i 7 : 7 i 7 : 
87・88・93 

········•一．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．;·········:·········:·········:・・・・・・・・・ト・・・・・・・・→・・・・・・・··•·········

J-2、D-4・12
F-3.g.10・12・20・25・28・29・35・ I 7 : 16 : 19 : 0 : 3 : 11 : 
40・45・48 
."'.v.:"'.~.. "'o......................... ・・+........ !......... [........ -:.........)......... ~........ ; 

E群：
F-1 。:2 ;6  : 0 : 0,  0 ; 0 8 G群1—;；ば． 10•13•16 5 → 10 20 0 9 3 4 1 | 43 
＾ ： 
ロ計 31 : 110 i 135 : 7 i 13 ! 22 ! 

B群 3
 
215 

C群 57 

5
 
323 

冒底[fI:>

戸ロ
底部c

88.05 

23.34 

17.61 

129 

''  
：底部d+g:
8.19 

2.17 

1.64 

12 

底部e

8.87 

2.36 

1. 77 

13 

底部f

15.02 

3.98 

3 

22 

合計

215 

57 

43 

315 
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第 5表 蓬ヶ浦遺跡での底部a～呼）出土度数表および期待度数表(2)

〗n/〗：口：底部：二；；二：のこ：度：部底部f 底部g

F-4・7 
-------
l) 47 
F-1・14・15 

合

合計

t
 
_-―.＂ 

土
器
と
集
団

iコ--

15 125 

②板付11式土器新段階における底部a~g
のB・C群ごとの出土度敷

大群 1底部： ：底部'
a-+-c 底部c： 底部e：底部叶合計, d+g : 

5 i 9 i 11. 18 
······•·-----­ ----•--••·· 

14 : 15 : 9 i 2 
19, 24, 20 : 20 : 

B群
-----
C群
合計

麟から計鉢された期待度数

大群
底部， ：底部：
a+b: ：底部c,: a+b : 底部句底部f合計

B群 10.35;13.07: 10.89: 10,89: 15,8 I 61 
→・・・・・・・— . ----.．． ．．．．•ーーー’.．.．．．．- •9・........,.........,.........

C群 s.6s;10.93! 9.11: 9. 11; 13.2 I 51 
合計 19. 24. 20 ; 20 : 29 I 112 

④須玖l式士器古段階における底部a~gのB・C・E・G群ごとの出土度数

大群 1 出土追構 1底部a 底祁b: /J輝部ci底部d；底部e 底部f底部g
J -11 ・ 12・ 14、D-4
F-6・ 11・17・ 19 ・ 24・ 33・ 53・55 
65・68・73 

• -・ • -- • ・ • ----..．．．．．．．・ • --・ • 

C群 F-6-8・ 11 ・ 15・ 16・ 19・ 21 ・41 
43 ・ 50 ・ 51 ・ 53 

F-8 

M-3・4 
F-6・ ll・12

合

,r 
.-i" 
合

B群

゜
65 

t
 

ニ
ス
い

。
13 136 

⑤須玖l式七器古段階における底部d~gの
B・C・G群ごとの出土度数
1.  

大

B 

C 
G 
ム
口

ム吾
ロft

65 
-• -

48 
---
22 

135 

⑥、忍］から計算された期｛寺度数
l. ．,.＇  

大

B 

C 

呈',
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①板付II式
中段階

底部a
10 

5 

底部 f

②板付且式
新段階

底部a+b
1 0 

B群

第22図

出
土
し
て
お
ら
ず
、
底
部
d
の
出
土
度
数
も
少
な
い
。
こ
こ
で
は
、

フ
化
し
て
、
第
22
図
I

②
に
示
し
た
が
、
底
部
e
と
底
部
f
は
B
群

で
、
底
部

a
+
b
と
底
部

C
は
C
群
で
相
対
的
に
多
い
こ
と
が
わ
か

第
5
表
ー
④
に
示
し
た
。
し
か
し
、

E
群
で
は
、
底
部
は

1
点
し
か

E
群
を
除
き
、
底
部
d
と
底
部
g
と
ま
と
め
、
第
5
表
I

⑤
の

3
x

底部d+ g 

. C群

最
後
に
、
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
底
部
の
底
部
の
出
土
度
数
を

る。

-------------G群

た
関
係
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
、
出
土
度
数
と
期
待
度
数
の
差
を
グ
ラ

の
間
で
有
意
な
出
土
分
布
の
偏
り
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
う
し

却
さ
れ
、
底
部

a
+
b
.
C
.
d
.
＋
g
.
e
.
f
は、

B
.
c
群

1
1
9
.
4
9

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
段
階
と
同
じ
く
、
仮
説

HO
は
棄

底部 e

B群

の
値
が
得
ら
れ
た
。

一
方
、

カ
イ
ニ
乗
分
布
表
で
X
2
 
(
4

、
0
.
0
5
)

そ
の
結
果
、
出
土
度
数
と
期
待
度
数
の
適
合
度
は
、

N
=
l
9
.
7
4
と

＼ 

底部d+ g 

--…-C群

蓬ヶ浦遺跡B・C・G群における底部a~g

て、

B
.
c
群
で
、
第
5
表
ー
②
の

2
X
5
分
割
表
を
作
り
、

B
群

と
C
群
ご
と
に
出
土
度
数
の
差
が
な
い
と
い
う
仮
説
を
検
定
し
た
。

で
は
、
底
部

a
を
底
部
b
と
、
底
部
d
を
底
部
g
と
一
緒
に
ま
と
め

な
く
、
ま
た
E
.
G
群
で
は
出
土
度
数
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ

底部 C

し
め
し
た
底
部
の
出
土
度
数
表
を
み
る
と
、
底
部

a
と
底
部
d
は
少

土
器
と
集
団

（三）

板
付

II式
土
器
新
段
階
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
5
表
I

①
に
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第6表 蓬ヶ浦遺跡B・C群での底部a~g<l)出土度数表および期待度数表(1)

土
器
と
集
団

①B群における底部a~gの時期ごとの出土度数

白三：I底:::＋b 底：：c 底音:[+g
: 9 9.  

底部e

7 

18 

底部f

7 

18 

合計

215 

61 

（三） 合 計 106 21 25 25 276 

②①から，汁井された期待度数

五 底部c

77.13 

21.87 

底部e

19.47 

5.53 

底部f

19.47 

5.53 

合計

215 

61 

入ー
/

r

 
t
 

.... a
 

106 99 

底部d+g : 

16.36 : 

4.64 : 
． 

21 25 25 276 

③C群における底部a+gの時期ごとの出土度数;：̀：I屁1i+b1:：c 底~:+g e
 

部一

3
2
-
5

底 底部f

11 

11 

22 

合計

57 

51 

108 

鴎から，itti：された期背度数

三
底部c

17.94 

16.06 

差
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
の
中
で
、

段
階
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
有
意
な

布
の
差
が
あ
り
、
須
玖

I
式
土
器
古

Jt 

る
い
は
G
群
の
間
で
有
意
な
出
土
分

階
で
は
底
部
a
l
g
は

B
.
c群
あ

37 

は
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
し
新
段

以
上
の
よ
う
に
、
蓮
ヶ
浦
遺
跡
で

34 

、。し 土分
布
の
偏
り
が
あ
る
と
は
言
え
な

一 r

：底部d+g : 
~ ~ 

: 5.28 : 
： 
: 4. 7 2 [ 

; 10 : 

底部e

2.64 

2.36 

底部f

11. 61 

10.39 

合計

57 

51 

は
B
.
C
.
G
群
の
間
で
有
意
な
出

古
段
階
に
は
底
部
d
+
g
.
e
.
f

説
は
棄
却
さ
れ
ず
、
須
玖

I
式
土
器

5
 

119.49
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮

の
値
は
、

N
1
1
3
.
2
3
で、

一
方
、
カ

22 

出
土
度
数
に
差
が
な
い
と
い
う
仮
説

108 

第

5
表
ー
⑥
の
期
待
度
数
を
求
め
、

を
検
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
適
合
度

イ
ニ
乗
分
布
表
で
X
2
 (
4

、
0
.
0
5
)

3
の
分
割
表
を
作
っ
た
。
こ
れ
か
ら
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カ
イ
ニ
乗
分
布
表
で
X
2
 

(
4

、
0
.
0
5
)

度
数
と
期
待
度
数
と
の
比
較
か
ら
、
底
部

a
+
b
.
C
か
ら
底
部

e
.
f
へ
と
変
化
し
て
い
く
姿
が
読
み
取
れ
る
（
第
23
図
）
。
と
こ
ろ
が
、

c群
で
は
適
合
度
は
N
1
1
8
.96、

カ
イ
ニ
乗
分
布
表
で
X
2

(

4

、
0
.
0
5
)

板
付

II式
土
器
中
段
階
か
ら
新
段
階
に
な
っ
て
も
、

へ
の
変
化
が
生
じ
る
の
は
、
底
部

a
i
C
の
姿
が
消
え
る
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
で
、

底部a+b
20 

底部 e

板付II式
中段階

底部d+g

-----…板付Il式
新段階

第23図

そ
の
結
果
、
B
群
で
は
適
合
度
の
値
は
N
1
1
1
1
1
.7
4

で
あ
り
、

一
方、

1
1
9
.
4
9
の
値
を
得
た
。
つ
ま
り
、

HO
は
棄
却
さ
れ
、
時
期
的
に
有
意
の
変
化
が
認
め
ら
れ
、
出
土

1
1
9
.
4
9
で
あ
り
、

HO
は
棄
却
さ
れ
な
い
。

ヽ

つ
ま
り

C
群
で
は

ほ
ぽ
同
様
な
底
部

a
i
g
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
C
群
で
、
底
部

e
.
f

B
群
と
比
較
し
て

一
時
期
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。

数
の
分
割
表
を
作
り
、
期
待
度
数
を
計
算
し
た
（
第
6
表
ー
①
ー
④
）
。

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
同
じ
手
順
で
、

B
.
c
群
ご
と
に
出
土
度

期
に
よ
っ
て
変
化
が
な
い

蓬ヶ浦遺跡B群における
板付1I式土器中～新段階の底部a~g

Ho
…
…
底
部

a
+
b
.
b
.
C
.
d
+
g
.
e
.
f
は
時

0

よ、

H

!

 

b
.
C
.
d
+
g
.
e
.
f
の
五
類
に
ま
と
め
た
。
ま
た
、
仮
説

だ
し
、
底
部

a
と
底
部
d
は
出
土
数
が
少
な
い
の
で
、
底
部

a
+

部
下
半
か
ら
底
部
の
形
状
分
類
で
、
特
性
B
は
時
期
で
あ
る
。
た

に
、
再
度
、
適
合
度
検
定
を
試
み
た
。
そ
の
場
合
、
特
性
A
は
胴

数
が
比
較
的
多
い

B
.
c
群
で
、
そ
の
変
化
の
違
い
を
み
る
た
め

ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
底
部
の
出
土

有
意
な
差
が
み
ら
れ
る
が
、

B
.
C
.
G
群
ご
と
で
は
時
間
的
に

土
器
と
集
団

（三）

板
付

II式
土
器
中
段
階
ー
新
段
階
に
底
部

a
l
g
の
出
土
分
布
に
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第7表 蓬ヶ浦遺跡B・C群での底部a~g<l)出土度数表および期待度数表(2)

①板付11式t器中段階における底部b~gの
B群東・西aパターンごとの出土度数

疇：底部' | 
b+c:d+g: 底部e底部f合計

1 : 

12 ; 1 1’18, 16 

小群

（三）

東側
aJヽ ターン

西側
aパターン

合計 ，
 

6
 

12 

3
 

13 

14 

43 

57 

＠刈）から叶算された期待度数

底部． I底部：
Il+c ; d+g、；底部e底部f 合計

2. 9 5 : 2. 7 4. 4 2, 3. 9 3 

9.05: 8.3 :13.58:12.07 

12 : 11 : 18 : 

小群

東側
a, ｛ターン

酉側
aハターン

合計 16 

14 

43 

[
I
 
ra 

③板付II式土器中段階における底部a~gの
C群南・北群ごとの出上度数

底部a 底部'
+b+c:d+g: 

：底部e：底部f

7 : 3 : 1 』

22, 6 : 1'  

29 i, : 2 : 

小群

北

南

合

群
群
一
計

2
9
-
1
1
 

合計

13 

38 

51 

⑭危）から計りされた期符度数

一
底部al底部＇
+b + c: d+g. 

底部e：底部fI合計

7.39 2 29: 0.51 2.8 

21.61'. 6.71: 1.49 8.2 

29 : 9‘21  1 

北
南
一
合

小群

群
群
一
計

1:1 

38 

51 

⑤板付I1式士器新段階における底部a~gのB群東・西aパターンごとの出土度数

小群 底部a 底部b : 底部c ；底部(l+g： 底部e 底部f

東側 ： 
aハターン

5 

西側
aハターン 3 : 

合 計 8

合計

29 23 3
 

14 15 6
 

4
 

2
 

63 

44 

43 38 7
 

6
 

5
 

107 

Rゆから/ft筍された期待度数

小群 1 底部a ＇ 底部b

東側
aパターン

西側
aハターン

合計

底部(‘ ；底部d+g: 底部e

4.12 

底部f 合計

4. 71 

3.29 

25.32 

17.68 

22.38 

15.62 2.88 

3. 53 

2.47 

4

6

 

9

0

 

．

．

 

2

2

 

63 

44 

8
 

43 38 7
 

6
 

107 

竺①淫）諏4:＼⑤⑥から計算された適合度Zおよびカイニ乗分布

X'，(3,zロニロ：781 

適合度 Z

カイニ乗分布

Z-8.74 

X'(5, 0.05)~11.07 
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き
だ
c~

る
の
か
を
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
上
器
様
式
の
変
異
は
、

―
つ
の
遺
跡
の
中
で
、
士
器
様
式
が
同
し
変
異
を
み
せ

一
ー
ニ
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
溝
群
の
ま
と
ま
り
の
間

土
器
と
集
団

．
）
，
―
-
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
の
間
で
は
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
各
大
群
の
中
で
底
部
の
出
上
薮
が
比
較
的
多
い
板
付
Il
式
土
器
中
段
階
1
新
段
階
の

B
群
の
東
西
の
一
―

つ
の

a
パ
タ
ー
ン
と
、
板
付

II
式
土
器
中
段
隋
の

C
群
の
南
北
の
二
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
の
間
て
、
お
の
お
の
底
部

a
!
g
の
出
土
度
数
に

差
が
な
い
と
い
う
仮
説
の
検
定
を
行
っ
た
。
出
土
度
数
と
期
待
度
数
を
第
7
表
I

①
l
⑥
に
し
め
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
計
算
さ
れ
る
出
十

度
数
と
期
待
度
数
の
適
合
度
の
値
と
、

カ
イ
―
一
乗
分
布
表
か
ら
得
ら
れ
る
値
は
、
そ
れ
そ
れ
第
7i
表
I

⑦
と
な
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、

ず
れ
も
適
合
度

zは
小
さ
く
、
仮
説
は
棄
却
さ
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
各
大
群
の
中
に
含
ま
れ
る
一
ー
ニ
粁
の
賠
穴
式
仕
居
跡
を
中
心
と
す

る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
の
間
で
は
、
底
部

a
l
g
の
出
七
分
布
の
差
は
有
意
の
も
の
と
は
言
え
な
い
C

と
こ
ろ
で
、
蓮
ヶ
浦
遺
跡
の

B
群
は
、
丘
陵
の
一
定
糀
分
に
住
居
遺
構
が
集
中
す
る
も
の
の
、
竪
穴
式
住
居
跡
の
数
か
ら
い
う
と
、
前

田
山
遺
跡

n地
区
の
全
体
に
相
当
す
る
。
そ
の
点
を
考
え
れ
ば
、

B
群
内
で
板
付

II式
土
器
中
段
階
ー
須
玖

I
式
士
器
古
段
階
を
通
じ
て
、

東
西
の
二
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
の
問
で
、
底
部

a
I
g
の
出
土
分
布
に
偏
り
が
な
い
の
は
、
前
田
山
遺
跡
と
同
じ
で
あ
り
、
士
器
様
式
の
時

ー
ニ
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
個
別
的
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
、
甕
形
土
器
を
選
び
、
ナ
器
様
式
の
中
の
空
間
的
変
異
（
地
域
色
）
と
時
間
的
変
巽
が
、
遺
跡
の
中
で
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い

で
微
妙
に
異
な
る
場
合
も
あ
る
か
、
基
本
的
に
は
、
そ
れ
ら
が
複
数
集
合
し
た
ま
と
ま
り
ご
と
に
牛
じ
て
い
る
こ
と
を
捉
え
る
こ
と
か
で

さ
て
土
器
様
式
は
、
当
然
、
土
器
を
作
る
個
人
や
集
団
を
反
映
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
土
器
様
式
の
守
間
的
・
時
間
的
な
変
巽
は
、

土
器
を
作
っ
だ
個
人
や
集
団
の
変
異
と
し
て
捉
え
る
こ
と
か
で
き
る
こ

ヽ

つ
ま
り

間
的
な
変
異
は
、

弥
生
時
代
前
期
の
集
団
関
係

て
は
、
前
田
山
遺
跡

II地
区
て
み
た
と
同
様
ー
」

三

し‘
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（三）

元
で
き
る
。
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
も
同
様
に
、

C
.
E
.
G
群
は
、

一
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
含
む

a
パ
タ
ー
ン
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

a
 

る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
は
、
共
通
し
た
土
器
づ
く
り
の
伝
統
を
も
つ
小
集
団
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
逆
に
土
器
様
式
の
変
異
が

一
遺
跡
内
に
異
な
る
土
器
づ
く
り
の
伝
統
を
も
つ
小
集
団
が
併
存
し
て
い
た

と
言
を
よ
う
。
ま
た
、
土
器
づ
く
り
は
、
た
ん
に
粘
土
を
こ
ね
て
、
器
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、
粘
土
の
採
掘
に
始
ま
り
焼
成
作
業
に
い

た
る
一
連
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
そ
う
し
た
面
か
ら
い
う
と
、
土
器
づ
く
り
の
伝
統
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
土
器
づ
く
り
の
シ
ス
テ
ム
を

共
有
し
、
土
器
づ
く
り
を
共
同
し
て
行
っ
て
い
た
可
能
性
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
前
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
土
器
様
式
の
変
異
の
あ
り

―
つ
の
集
落
遺
跡
の
中
で
、
時
期
ご
と
に
も
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
を
含
め
て
、
小
集
団
の
性
格
と
相
互
の
関
係
を
復
元
す

こ
こ
で
は
、
も
う
一
度
、
住
居
遺
構
群
の
空
間
的
な
分
布
か
ら
、
集
落
の
景
観
と
構
成
を
整
理
し
、
土
器
様
式
の
空
間
的
・
時
間
的
な

変
異
と
あ
わ
せ
、
集
落
を
営
ん
だ
小
集
団
の
姿
と
相
互
関
係
を
考
え
、
弥
生
時
代
前
期
の
集
団
関
係
を
考
え
て
み
よ
う
。

単
位
世
帯
と
複
合
世
帯

我
々
が
考
古
学
的
資
料
の
中
で
「
住
む
」
と
い
う
面
か
ら
考
え
る
最
少
の
単
位
は
、
一
軒
の
住
居
で
あ
ろ
う
。
前
田
山
遺
跡

II地
区
で
は
、

板
付

II式
土
器
中
段
階
ー
新
段
階
の

IlAlllC群
は
、

い
は
C

パ
タ
ー
ン
が
組
み
合
い
、

一
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
含
む

a
パ
タ
ー
ン
の
住
居
遺
構
群
に
、

―
つ
の
ま
と
ま
り
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ま
た
、
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の

IlB群
は
、

b
パ
タ
ー
ン
あ
る

一
軒
の
竪
穴
式
住

居
跡
を
含
む

a
パ
タ
ー
ン
の
住
居
遺
構
群
だ
け
で
ま
と
ま
り
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
、
丘
陵
の
各
所
に
散
在
し
て
い
る
景
観
が
復

こ
う
し
た
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
の
中
に
は
、
竪
穴
式
住
居
跡
に
加
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
個
有
の
袋
状
竪
穴
群
を
周
辺
に
営
な
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
破
損
し
た
土
器
や
石
器
な
ど
を
廃
棄
し
た
再
利
用
の
袋
状
竪
穴
や
土
墟
が
み
ら
れ
る
。
前
田
山
遺
跡

11地
区
で
は
、

ヤ
マ
ト
シ
ジ

ミ
・
マ
ガ
キ
・
ハ
マ
グ
リ
・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
貝
類
や
獣
魚
骨
な
ど
の
食
物
残
滓
が
捨
て
ら
れ
た
袋
状
竪
穴
や
土
城
が

あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

IlAlIlD群
に
平
均
的
に
分
布
す
る
。
こ
の
中
で
、

IlB群
内
の
堅
穴
式
住
居
跡
に
と
も
な
う
袋
状
堅
穴
ご
と
の
貝
類
の

土
器
と
集
団

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

方
は
、

異
な
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
が
存
在
す
る
の
な
ら
ば
、
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総
個
体
数
は
似
た
よ
う
な
傾
向
を
し
め
す
が
、
他
の
群
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
貝
類
の
採
捕
が
各
住
居
単
位
ご

と
に
独
自
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

掘
り
食
料
や
家
財
を
貯
え
、
使
え
な
く
な
っ
た
袋
状
竪
穴
や
土
壊
に
破
損
し
た
土
器
や
石
器
あ
る
い
は
食
物
残
滓
を
捨
て
る
と
い
う
日
常

生
活
全
般
が
営
ま
れ
た
舞
台
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
住
居
遺
構
群
を
営
ん
だ
小
集
団
が
独
占
的
に
占
有
す
る
生
活
空
間
で
あ
る
。
同
じ
丘
陵

上
に
複
数
の
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
が
営
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
個
々
の
生
活
空
間
は
互
い
に
重
複
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

前
田
山
遺
跡

II地
区
の

ITAlllD
群
は
、
常
に
一
定
の
距
離
を
お
い
て
営
ま
れ
て
い
る
。
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
も
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
に
、

c区
の
北
側
斜
面
に
新
た
に

a
パ
タ
ー
ン
の
住
居
遺
構
群
（
C
北
群
）
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
前
段
階
か
ら
み
ら
れ
る
南
側
斜
面
の

a
パ

タ
ー
ン
（
C
南
群
）
の
住
居
遺
構
群
の
分
布
範
囲
が
若
干
南
へ
移
り
、
両
者
の
生
活
空
間
は
互
い
に
重
複
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
て
み

る
と
、

一
軒
の
堅
穴
式
住
居
跡
を
中
心
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
が
分
布
す
る
範
囲
は
、
竪
穴
式
住
居
跡
に
住
み
、
袋
状
竪
穴
を

a
パ
タ
ー
ン
に
含
ま
れ
る
一
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
に
住
む
小
集
団
は
、
「
住
」
生
活
を
と
も
に
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
生

活
全
般
を
と
も
に
営
む
最
小
の
生
活
単
位
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、

土
器
古
段
階
の
い
群
と

nc群
が
、
円
形
プ
ラ
ン
と
方
形
プ
ラ
ン
の
二
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
含
ん
で
い
る
。
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
も
、
B
群
で

は
各
時
期
を
通
じ
て
二
軒
の
円
形
プ
ラ
ン
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
同
時
併
存
す
る
。
こ
う
し
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
。

a
パ
タ
ー
ン
の
中
に
二
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
同
時
に
併
存
す
る
こ
と
が
あ
る
。
前
田
山
遺
跡

11地
区
で
は
、
須
玖

I
式

そ
の
中
で
、
二
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
の
規
模
が
、
大
き
く
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
田
山
遺
跡

II地
区
で
は
、
方
形
プ
ラ

ン
の
も
の
は
一
辺
が
三
ー
四
メ
ー
ト
ル
前
後
、
円
形
プ
ラ
ン
の
も
の
は
直
径
が
五
ー
六
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。
蓬
ヶ
浦
遺
跡
の
B
群
で
も
、

板
付

II式
土
器
古
段
階
に
、
丘
陵
の
中
央
部
と
南
側
斜
面
に
二
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
が
営
ま
れ
、
各

a
パ
タ
ー
ン
で
は
直
径
七
ー
八
メ
ー
ト

ル
の
大
形
の
竪
穴
式
住
居
跡
と
、
四
•
五
ー
五
•
四
メ
ー
ト
ル
の
小
形
の
も
の
が
併
存
す
る
。
ま
た
、
板
付I
I
式
土
器
中
段
階
ー
須
玖
ー

（三）
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（三）

式
土
器
古
段
階
の

B
群
の
西
側

a
パ
タ
ー
ン
で
も
同
様
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二
軒
の
配
置
関
係
を
み
る
と
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
は
か
な
り
接

近
し
て
営
ま
れ
、
前
田
山
遺
跡

II地
区
で
は
、
大
形
の
円
形
プ
ラ
ン
の
も
の
が

a
パ
タ
ー
ン
の
中
心
部
に
、
小
形
の
方
形
プ
ラ
ン
の
も
の

は
外
縁
近
く
に
営
ま
れ
て
い
る
。
周
辺
の
袋
状
竪
穴
も
、
二
軒
に
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
伴
う
も
の
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
田
山

遺
跡

11地
区
で
、
貝
類
や
獣
魚
骨
が
捨
て
ら
れ
た
袋
状
竪
穴
の
分
布
や
あ
り
方
も
、

a
パ
タ
ー
ン
に
一
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
伴
う
場
合

と
異
な
る
こ
と
は
な
い
。
小
形
の
竪
穴
式
住
居
跡
は
、
付
加
的
な
住
居
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
二
軒
は
、
「
住
む
」
と
い
う
面
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
で
あ
っ
て
も
、
生
活
全
般
の
中
で
は
二
軒
が
一
組
と
な
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
二
軒
の

規
模
に
差
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場
合
も
、
一
軒
が
付
加
的
な
住
居
で
あ
り
、
二
軒
一
組
で
―
つ
の
生
活
単
位
を
つ
く
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

こ
の
よ
う
に
、
板
付

II式
土
器
古
段
階
ー
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
集
落
遺
跡
で
は
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
基
本
的
な
生
活
単
位
は
、

一
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
場
合
と
、
二
軒
一
組
か
ら
な
る
場
合
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
ど
ち
ら
の
場
合
に

せ
よ
、
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
を
営
ん
だ
小
集
団
は
、
他
と
は
重
複
し
な
い
生
活
空
間
を
個
別
に
占
有
し
、

そ
れ
ぞ
れ
家
財
や
食
料
を
貯
え
る
袋
状
竪
穴
群
を
も
つ
。
そ
れ
は
日
常
生
活
全
般
に
わ
た
る
―
つ
の
生
活
単
位
で
あ
り
、
「
世
帯
」
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
「
住
」
生
活
の
上
で
二
者
が
あ
る
こ
と
は
、
当
然
「
世
帯
」
の
形
に
二
者
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

一
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
中
心
と
す
る
住
居
遺
構
群
の
ま
と
ま
り
を
営
ん
だ
小
集
団
を
、
「
住
」
生
活
の
単
位
と
生
活

全
般
に
か
か
わ
る
生
活
単
位
と
が
一
致
す
る
「
単
位
世
帯
」
、
二
軒
一
組
を
中
心
と
す
る
ま
と
ま
り
を
営
ん
だ
小
集
団
を
、
複
数
の
「
住
」

生
活
の
単
位
を
含
む
と
い
う
意
味
か
ら
「
複
合
世
帯
」
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
世
帯
の
形
は
、

―
つ
の
集
落
の
中
で
同

時
に
併
存
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
決
し
て
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
時
期
に
よ
り
そ
の
形
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

前
田
山
遺
跡

11地
区
の

IlA群
と

IlC群
は
、
板
付
11式
土
器
新
段
階
ま
で
「
単
位
世
帯
」
の
形
を
と
る
が
、
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
は
「
複

合
世
帯
」
へ
と
形
を
変
え
る
。
蓮
ヶ
浦
遺
跡
の

B
群
の
東
側

a
パ
タ
ー
ン
は
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
に
は
「
複
合
世
帯
」
、
板
付

II式
土

土
器
と
集
団

い
る
。
こ
こ
で
は
、

る。
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対
し
て
自
立
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

玖

I
式
土
器
古
段
階
に
一
定
の
場
所
に
継
続
し
て
常
ま
れ
る
C

土
器
様
式
の
空
間
的
な
変
異
を
み
る
と
、

の
出
上
比
率
は
、
他
の
群
と
異
な
っ
て
い
る
(
)
ま
た
、
時
間
的
な
変
異
で
も
、
甕
A
か
ら
甕
B
へ
の
変
換
は
独
自
の
歩
調
を
と
る
。
資
料

薮
が
少
な
い
が
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
に
甕
形
土
器
の
底
部

a
t
g
の
中
で
底
部
c
か

B
群
と
比
べ
相
対
的
に
多
い
な
ど
、
第
22
図
ー

①
の
よ
う
に
、
個
有
の
構
成
を
と
る
、

ヽ

つ
ま
り

れ
る
。
こ
う
し
た
生
活
空
間
の
継
続
的
な
占
拠
と
七
器
様
式
の
変
異
か
ら
、

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
前
田
山
遺
跡

II地
区
の

IlD群
は
、
竪
穴
式
住
居
跡
が
伴
う
か
否
か
判
断
に
苫
し
む
例
で
あ
る
。
土
器
様
式
の

時
間
的
な
変
異
を
あ
ら
わ
す
甕
形
土
器
の
底
部

b
I
g
の
出
士
分
布
に
は

llIIlC
群
と
比
べ
て
有
意
な
偏
り
は
な
い
。
し
か
し
、
空
間
的

な
変
異
を
あ
ら
わ
す
甕
A
と
甕
B
の
出
士
比
率
は
基
本
的
に
は
い

Illc
群
と
異
な
っ
て
い
る
c

さ
ら
に
、

ilAIIlC
群
に
は
、
外
観
が
甕
A

に
酷
似
す
る
か
、
口
縁
部
の
作
り
方
は
甕
B
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
も
の
｛
第
15
図
1
6
.
[
1
)
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

IlD群
で
は
み
ら
れ
な
い
Q

こ
れ
ら
か
ら
、

IlD群
は
胆

IIIC群
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
て
よ
さ
そ
う
て
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、

IlD群
に
は
各
時
期
を
通
じ
て
一
な
い

ま
ず
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
の

E
群
や
G
群
で
は
、

に
考
え
て
み
よ
う
。

b
 

土
器
と
集
団

器
新
段
階
に
は
「
単
位
世
帯
」
、
そ
し
て
須
玖

l
式
土
器
古
段
階
に
は
再
び
「
複
合
世
帯
」

世
帯
と
世
帯
群

―
つ
の
集
落
遺
跡
の
中
に
、
単
位
世
帯
と
複
合
世
帯
と
い
う
―
―
つ
の
世
帯
の
形
が
併
存
す
る
姿
が
復
元
で
き
た
。
こ
う
し
た
世
帯
が
一

つ
の
生
活
単
位
と
し
て
自
立
的
に
生
活
を
営
む
基
盤
の
一
っ
は
、
他
の
家
族
と
は
重
複
し
な
い
一
定
の
範
囲
を
、
生
活
空
間
と
し
て
独
占

的
に
占
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
生
活
空
間
の
占
有
を
時
間
的
な
流
れ
の
中
で
ト
レ
ー
ス
す
る
と
、
集
落
遺
跡
の
中
で
、
単

独
あ
る
い
は
複
数
の
世
帯
が
集
合
し
て
、

（三I

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
ま
と
ま
り
が
捉
え
ら
れ
る
。
士
器
様
式
の
変
異
の
あ
ら
わ
れ
方
と
と
も

一
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
含
む

a
。
ハ
タ
ー
ン
が
、
単
独
で
板
付

II式
土
器
古
段
階
か
ら
須

E
群
や
G
群
で
の
甕
A
と
甕
B

G
群
を
営
ん
だ
世
帯
は
、
固
介
な
土
器
づ
く
り
の
伝
統
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ

E
群
や

G
群
を
営
ん
だ
世
帯
は
、
同
じ
遺
跡
の

B
.
c群
に

へ
と
形
を
変
え
て
い
く
。
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（二i

群
に
対
し
て
は
底
部
f
が
相
対
的
に
多
い
が

し
二
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
営
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
の

E
群
や

G
群
と
同
じ
く
、
単
体
で
継
続
的
に
生
活
空
間
を
占
有
し

個
行
の
土
器
づ
く
り
の
伝
統
を
も
つ
世
帝
の
姿
か
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ

こ
う
し
た
前
田
山
遺
跡

IlD群
と
蓬
ヶ
浦
遺
跡

E
.
G
群
ば
、

一
世
帯
が
集
洛
遺
跡
の
中
で
自
立
的
・
独
立
的
な
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
前
田
山
遺
跡

UAluc群
は
什
居
遺
構
の
分
布
状
態
か
ら
、
板
付

11式
土
器
中
段
階
に
―
つ
の
住
居
遺
構
群
の

ま
と
ま
り

(IlB群
）
が
占
有
し
た
生
活
空
間
を
、
板
付

II式
土
器
新
段
階
に
三
つ
の
住
居
遺
構
群
（
い

Inc群
）
が
分
割
し
、
相
互
に
他
を

排
す
る
よ
う
に
生
活
空
間
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
牛
活
空
間
の
分
割
占
有
の
あ
り
方
か
ら
、

IlAIIlC群
の
三
つ
の
住
居
遺
構
群

一
連
の
系
譜
関
係
を
も
つ
複
数
の
世
帯
の
集
合
体
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
土
器
様
式
の
空
間
的
な
変
異

を
み
る
と
、
板
付

11式
土
器
新
段
階
に
は
、

ITC群
は

IlD群
と
共
通
し
、

IlA.IlB群
と
は
異
な
る
甕
A
と
甕
B
の
出
土
比
率
を
み
せ
る
。
し

か
し
、
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
は
、
甕

AI
．
甕

Ail
．
甕
B
の
出
土
比
率
は
と
も
に
共
通
し
て
い
る
。U

さ
ら
に
、
時
間
的
な
変
異
も
、
甕

形
土
器
の
底
部

a
l
g
は
各
群
ご
と
に
出
土
分
布
の
有
意
な
偏
り
は
み
ら
れ
な
い
。

で
き
よ
う
。

つ
ま
り
、

IlAiIlC群
を
営
ん
だ
―
二
世
帯
は
、
生
活
空

間
を
個
別
に
も
ち
な
か
ら
も
、
土
器
づ
く
り
で
は
協
業
し
て
、
同
し
土
器
づ
く
り
の
仁
統
を
共
有
し
た
―
つ
の
集
合
体
と
考
え
る
こ
と
が

ま
た
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡

c群
で
も
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
に

C
北
群
と

C
南
群
の
二
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
の
住
居
遺
溝
群
が
み
ら
れ
る
。

両
者
は
、
前
段
階
の
―
つ
の
a
パ
タ
ー
ン
の
分
布
範
囲
を
分
割
・
拡
大
し
て
宮
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
間
の
土
器
様
式
の
空
間
的
変
異
を
み

る
と
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
に
は

C
南
群
は

B
群
と
、

C
北
群
は
G
群
と
共
通
し
た
甕
A
と
甕

B
の
出
土
比
率
を
し
め
す
が
、
新
段
階

に
は
共
通
し
た
比
率
を
み
せ
る
。
ま
た
、
時
間
的
変
異
を
あ
ら
わ
す
甕
形
土
器
の
底
部

a
i
g
は
、
板
付

II式
士
器
中
段
階
に
は

B
.
G

（第
22
図
I

①)、

IlillC群
と
共
通
し
た
複
数
の
世
帯
の
集
合
体
が
考
え
ら
れ
る
。

c群
内
部
で
は
有
意
な
出
土
分
布
の
差
は
み
ら
れ
な
い
。
前
田
山
遺
跡
の

こ
の
よ
う
に
、
生
活
空
間
を
個
別
に
も
つ
世
帯
で
あ
り
な
が
ら
も
、
土
器
づ
く
り
で
は
協
業
し
て
、
同
じ
土
器
づ
く
り
の
伝
統
を
共
有

土
器
と
集
団

の
ま
と
ま
り
は
、
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（三）

す
る
複
数
の
世
帯
の
集
合
体
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
生
活
空
間
を
各
世
帯
が
個
別
に
も
つ
こ
と
は
、
各
世
帯
を
結
び
付
け

次
に
、
数
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
が
密
集
し
て
営
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
の
板
付

II式
土
器
中
段
階
ー
須
玖
ー

式
土
器
古
段
階
の

B
群
で
は
、
丘
陵
の
中
央
付
近
に
二
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
の
住
居
遺
構
群
が
近
接
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
福
岡
県
筑
紫
野

市
合
の
原
遺
跡
で
も
、
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
は
三
つ
、
中
段
階
に
は
四
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
が
近
接
し
て
営
ま
れ
て
い
る
（
第
24
図
I
①
.

と
こ
ろ
が
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
の

B
群
の
各

a
パ
タ
ー
ン
の
住
居
遺
構
群
の
分
布
範
囲
は
、
継
続
的
に
固
定
し
て
い
な
い
。
前
述
し
て
き
た

―
つ
の
世
帯
と
し
て
一
定
の
範
囲
を
生
活
空
間
と
し
て
腔
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
が
次
の
世
代
ま
で
継
続
し
て
占
有
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
住
居
の
建
て
変
え
は
、
二
つ
の
生
活
空
間
を
東
西
に
配
置
す
る
と
い
う
関

係
を
保
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
都
度
空
地
が
あ
て
ら
れ
た
可
能
性
が
つ
よ
い
。
土
地
の
占
有
に
、

合
休
と
し
て
の
規
制
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
土
器
様
式
の
空
間
的
な
変
異
を
み
る
と
、
東
西
二
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
間
の
甕
A

と
甕
B
の
出
土
比
率
は
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
し
新
段
階
に
は
同
様
な
比
率
を
し
め
す
。
ま
た
、
時
間
的
な
変
異
を
あ
ら
わ
す
甕
形
土

器
の
底
部

a
i
g
は
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
i
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
を
通
じ
て
、
二
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
の
間
で
有
意
な
出
土
分
布
の

偏
り
を
み
せ
る
こ
と
は
な
い
。
東
西
二
つ
の

a
パ
タ
ー
ン
を
営
ん
だ
世
帯
は
、
同
じ
土
器
づ
く
り
の
伝
統
を
共
有
し
、
土
器
づ
く
り
を
と

も
に
行
っ
て
い
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
板
付

II式
士
器
中
段
階
し
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
蓬
ヶ
浦
遺
跡
B
群
は
、
世
帯
の
家
族
を

そ
の
中
に
含
み
、
土
器
づ
く
り
の
伝
統
を
共
有
し
、
個
々
の
生
活
空
間
の
占
有
は
、
集
合
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り
の
中
で
規
制
さ
れ
た
も

の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
世
帯
の
空
間
的
・
時
間
的
な
ま
と
ま
り
に
は
、
生
活
空
間
の
占
有
形
態
と
竪
穴
式
住
居
跡
の
分
布
か
ら
三
つ
の
形
が
み

ら
れ
る
。
し
か
し
、
各
ま
と
ま
り
の
中
で
は
、
土
器
様
式
の
空
間
的
・
時
間
的
亦
合
異
に
は
、
違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ

士
器
と
集
団

世
帯
が
継
続
的
に
個
有
の
生
活
空
間
を
占
有
す
る
と
は
異
な
る
。

②)。
る
紐
帯
が
比
較
的
緩
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

―
つ
の
世
帯
を
越
え
た
複
数
の
世
帯
の
集
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に
な
っ
て
き
た
。

土
器
と
集
団

の
ま
と
ま
り
ご
と
に
個
有
の
個
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
ま
と
ま
り
ご
と
に
、
個
有
の
土
器
づ
く
り
の
伝
統
が
存
在
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
、
土
器
づ
く
り
の
単
位
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
前
田
山
遺
跡
や
蓬
ヶ
遺
跡
な
ど
の
集
落
遺
跡
が
、
そ
う
し
た
世
帯
の
集

合
体
を
単
位
と
し
て
当
初
か
ら
営
ま
れ
始
め
る
こ
と
か
ら
、
土
器
づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
の
労
働
作
業
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
単

こ
う
し
た
世
帯
の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
ま
と
ま
り
は
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
社
会
単
位
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
時
間
的
な

継
続
の
意
味
合
い
も
含
め
、
そ
う
し
た
ま
と
ま
り
を
「
世
帯
群
」
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
で
は
、
こ
う
し
た
世
帯
群
は
、
ど
の
よ
う
に
結
び
付
き
、

―
つ
の
集
落
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

集
落
の
構
成
と
ユ
ニ
ッ
ト

こ
れ
ま
で
弥
生
時
代
前
期
の
集
落
は
、
小
規
模
で
数
軒
の
竪
穴
式
住
居
跡
か
ら
構
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
高
倉
洋
彰
氏
は
、
か
っ

て
五
軒
を
大
き
く
前
後
し
な
い
程
度
の
規
模
の
「
家
族
集
団
」
が
、
単
独
で
集
落
を
構
成
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

近
年
の
丘
陵
群
全
面
に
わ
た
る
広
範
囲
な
集
落
遺
跡
群
の
調
査
に
よ
り
、
そ
う
し
た
集
落
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
異
な
る
姿
が
捉
え
ら
れ
る
よ
う

た
と
え
ば
、
す
で
に
前
田
山
遺
跡
と
蓬
ケ
浦
遺
跡
の
周
辺
の
環
境
を
み
た
際
、
板
付

II式
土
器
古
段
階
i
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
集

落
遺
跡
群
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
て
み
た
（
第
1
.
6
図
）
。
こ
れ
ら
は
、
調
査
年
度
に
よ
り
、
遺
跡
名
が
異
な
る
場
合
も
あ

る
が
、
大
小
の
谷
な
ど
で
地
形
的
に
区
分
さ
れ
る
集
落
遺
跡
群
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
丘
陵
の
各
所
で
調
査
が
進
ん
で
い
る
三
国
丘
陵
群

で
は
、
か
な
り
細
か
な
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
可
能
で
あ
る
。

群
が
分
布
し
て
い
る
。
蓬
ケ
浦
遺
跡
は
、
遺
跡
全
体
で
そ
う
し
た
一
グ
ル
ー
プ
に
あ
た
る
。

と
こ
ろ
が
、
稗
田
丘
陵
群
で
は
、
前
田
山
遺
跡
と
下
稗
田
遺
跡
を
除
く
と
、
他
の
集
落
遺
跡
の
実
態
は
不
明
な
点
が
多
く
、
さ
ら
に
細

か
く
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
前
田
山
遺
跡
の

I
地
区
と

II地
区
を
あ
わ
せ
る
と
、
三
国
丘
陵
群
で
み
た
一
グ
ル
ー

c
 

位
で
あ
っ
た
可
能
性
は
つ
よ
い
。

（三）

一
グ
ル
ー
プ
は
、
半
径
二

0
0
ー
ニ
五

0
メ
ー
ト
ル
ほ
と
の
範
囲
に
住
居
遺
溝
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（三）

プ
と
し
て
く
く
ら
れ
る
集
落
遺
跡
の
ひ
ろ
が
り
に
相
当
す
る
。
し
か
も
、
遺
跡
の
南
側
五

0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ
る
下
稗
田
遺
跡
と
は
、

陵
の
幅
ぱ
挟
く
、
住
届
遺
溝
分
布
は
途
切
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
前
田
山
遺
跡
全
体
で
、
二
国
丘
陵
群
上
の
集

さ
ら
に
、
蓬
ケ
浦
遺
跡
と
前
田
山
遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
集
落
遺
跡
の
一
グ
ル
ー
。
フ
に
含
ま
れ
る
冊
帯
群
の
間
で
は
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、

土
器
様
式
の
空
間
的
・
時
間
的
な
変
異
の
あ
ら
わ
れ
方
が
、
相
互
に
共
通
す
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
蓬
ケ
浦
遺
跡
の
場
合
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
の

C
群
で
は
、
空
間
的
変
異
を
あ
ら
わ
す
甕
A
と
甕
B
の
出
土
比
率
は
、

C
南
群
が

B
群
と
、

で
あ
れ
ば
、
各
世
帯
群
は
決
し
て
互
い
に
没
交
歩
で
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

C
北
側
が

G
群
と
共
通

す
る
。
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
に
は
、
時
間
的
変
異
を
あ
ら
わ
す
甕
形
土
器
の
底
部

a
i
g
の
構
成
比
は
、
遺
跡
全
体
で
有
意
な
差
が
認

前
田
山
遺
跡
で
も
、
板
付

II式
土
器
新
段
階
に
、

llAlIlC群
の
中
で
、

UAlIlC群
は
甕
A
と
甕
B
の
出
土
比
率
は
共
通
す
る
が
、

IlB群

こ
う
し
た
土
器
様
式
の
変
異
の
部
分
的
な
共
通
性
は
、
集
落
遺
跡
の
一
グ
ル
ー
プ
内
の
世
帯
群
の
間
で
、
相
互
に
土
器
づ
く
り
の
伝
統

か
交
流
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
そ
れ
は
、
土
器
の
つ
く
り
手
を
含
む
人
的
な
移
動
を
含
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
群
に
含
ま
れ
る
竪
穴
式
住
居
跡
の
規
模
や
袋
状
竪
穴
の
基
数
に
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
蓬
ケ
浦
遺
跡
の
場
合
、

B
群
で
は
、
西
側

a
パ
タ
ー
ン
の
世
帯
は
、
板
付

II式
土
器
中
段
階
か
ら
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
を
通
じ
、
常
に
大
小
二
軒
の
円
形
プ
ラ

ン
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
一
組
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
大
形
の
も
の
は
、
直
径
八
メ
ー
ト
ル
前
後
、
小
形
の
も
の
は
五
ー
六
メ
ー
ト
ル
を

は
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
側

a
パ
タ
ー
ン
の
世
帯
は
、
直
径
四
し
六
メ
ー
ト
ル
の
竪
穴
式
住
居
跡
を
二
軒
一
組
で
営
ん
で
い
る
。
大

形
の
住
居
を
営
む
の
は
、

B
群
で
も
西
側

a
パ
タ
ー
ン
の
世
帯
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
大
形
住
居
は
、

C
.
E
.

士
器
と
集
団

は
他
の
世
帯
群
で
あ
る

IlD群
と
類
似
し
た
比
率
を
示
す
。

め
ら
れ
な
い
。

洛
遺
跡
の
一
グ
ル
ー
プ
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
C

大
き
な
谷
で
地
形
的
に
切
り
離
さ
れ
て
い
る
c

ま
た
、

北
側
に
続
く
丘
陵
は
、

南
北
か
ら
小
さ
な
谷
が
は
い
り
込
み
、

鞍
部
と
な
り
、
巨
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土
器
と
集
団

加
え
て
、
袋
状
竪
穴
群
の
み
か
ら
な
る
b
パ
タ
ー
ン
の
仕
居
遺
構
群
は
、
板
付

II式
土
器
古
段
階
に
は
、

竪
穴
群
が
と
も
な
う
。
し
か
し
、
各
時
期
ご
と
に
、
そ
の
数
を
比
較
す
る
と
、
袋
状
竪
穴
を
も
っ
と
も
多
く
営
ん
で
い
る
の
は

B
群
の
世

帯
群
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

B
群
の
世
帯
群
は
、
大
形
住
居
を
営
み
、
よ
り
多
く
の
袋
状
竪
穴
を
保
有
し
て
い
る
。
と
く
に
、
袋
状
竪
穴
の
数
の
多

さ
は
、
そ
こ
に
貯
え
ら
れ
た
家
財
や
食
料
の
多
さ
を
あ
ら
わ
し
、
消
費
生
活
の
面
で
、
世
帯
群
の
間
に
階
層
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

当
然
、
そ
れ
を
背
景
と
し
て
、

さ
ら
に
、

B
群
の
世
帯
群
は
、
土
器
様
式
の
変
異
、
と
く
に
時
間
的
な
変
異
の
あ
ら
わ
れ
方
の
面
で
も
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
。
板
付

II式
土
器
中
段
階
か
ら
須
玖

I
式
士
器
古
段
階
に
か
け
て
、
甕
形
士
器
の
主
体
が
甕
A
か
ら
甕
B
へ
と
変
換
さ
れ
る
。

E
.
G
群
で
は
板

付

II式
土
器
新
段
階
に
、

と
こ
ろ
が
、

B
の
受
容
に
対
し
て
、

B
群
は
C
.
E
.
G
群
に
対
し
て
、
影
響
力
を
も
つ
世
帯
群
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

c群
で
も
須
玖

I
式
士
器
古
段
階
に
、
甕
B
が
五

0
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を
こ
え
、
甕
形
士
器
の
主
体
と
な
る
。

B
群
で
は
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
で
さ
え
、
甕
A
が
五

0
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
て
い
る
。
と
く
に
、

営
む
西
側

a
パ
タ
ー
ン
の
世
帯
で
は
、
甕
A
が
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
（
第
16
図
）
。
も
と
も
と
分
布
地
域
が
異
な
り
客
体
で
あ
る
甕

B
群
の
枇
帯
群
、
と
く
に
西
側

a
パ
タ
ー
ン
の
世
帯
の
保
守
的
な
姿
勢
が
読
み
と
れ
る
。

一
方
、
甕
形
土
器
の
底
部

a
I
g
の
中
で
、
底
部
f
.
g
は
、
底
部

a
!
c
と
底
部
d
.
g
の
中
間
的
な
も
の
と
し
て
板
付

II式
士
器

中
段
階
に
登
場
す
る
。
両
者
が
融
合
し
て
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
中
期
の
甕
形
士
器
へ
受
け
継
が
れ
る
。
そ
う
し
た
底
部

a
I
C

か
ら
底
部
f
.
g
へ
の
変
換
は
、
板
付

II式
上
器
中
段
階
ー
須
玖

l
式
土
器
古
段
階
に
生
じ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
変
換
は
、

板
付

II式
上
器
中
段
階
に
底
部

e
.
f
が
登
楊
し
、
新
段
階
に
達
成
さ
れ
る
漸
移
的
な
移
行
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、

I
式
土
器

a
i
e
が
姿
を
消
す
こ
と
で
初
め
て
達
成
さ
れ
る
と
い
う
跛
行
的
な
移
行
が
み
ら
れ
る
。
底
部

a
i
c
か
ら
底
部

e
.
f
へ
の

営
ま
れ
る
。
中
i
新
段
階
に
は
B
群
の
み
に

G
群
で
は
み
ら
れ
な
い
。 （三）

B
群
に
二
つ
、

c群
に
一
っ

つ
、
須
玖

l
式
土
器
古
段
階
に
は

B
群
と
C
群
に
そ
れ
ぞ
れ
―
つ
の

b
パ
タ
ー
ン
の
袋
状

B
群
内
の
大
形
住
居
を

B
群
で
は

c
群
で
は
須
玖
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d

ま

と

め
（三）

想
定
で
き
、
こ
う
し
た
集
落
遺
跡
の
ま
と
ま
り
こ
そ
、

4
 

-
3
 

「
世
帯
共
同
体
」

―
つ
の
集
落
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
う
。

変
換
は
、

B
群
の
世
帯
群
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
で
は
、

土
器
様
式
の
変
化
の
中
で
、
保
守
的
で
あ
る
と
同
時
に
革
新
的
な
姿
を
み
せ
る
の
は
、

在
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

「
家
族
集

B
群
は
革
新
的
な
世
帯
群
で
あ
る
。
こ
う
し
た

B
群
だ
け
で
、
蓬
ケ
浦
遺
跡
の
中
で
中
核
的
な
存

前
田
山
遺
跡
に
つ
い
て
も
、

IlAiIlC群
は
、

IlD群
や

I
区
に
想
定
さ
れ
る
世
帯
群
と
く
ら
べ
多
く
の
袋
状
竪
穴
群
を
営
む
。
蓬
ケ
浦
遺

跡
の
B
群
と
対
応
す
る
世
帯
群
と
し
て
想
定
で
き
る
。
そ
れ
は

IlB群
の
袋
状
竪
穴
か
ら
出
土
し
た
石
製
の
剣
把
頭
飾
り
か
ら
も
考
え
ら
れ

こ
の
よ
う
に
世
帯
群
の
間
に
は
一
定
の
階
層
性
と
、
核
的
な
世
帯
群
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
前
田
山
遺
跡
と
蓬

ケ
浦
遺
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
稗
田
丘
陵
群
と
三
国
丘
陵
群
の
中
で
、
地
形
的
に
区
切
ら
れ
る
集
落
遺
跡
の
ま
と
ま
り
の
―
つ
で
あ
る
。
そ
れ

を
構
成
す
る
各
世
帯
群
は
、
相
互
に
緊
密
な
関
係
を
も
っ
て
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
漫
然
と
し
た
ま

と
ま
り
で
は
な
く
、
求
心
力
を
も
つ
核
と
な
る
世
帯
群
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
か
な
り
は
っ
き
り
と
し
た
輪
郭
を
も
つ
集
団
を

そ
の
場
合
、
集
落
は
か
な
り
広
範
囲
に
世
帯
群
が
散
在
す
る
景
観
を
と
る
。
そ
の
姿
は
、
弥
生
時
代
中
し
後
期
の
集
落
と
は
か
な
り
異
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
我
々
が
比
較
的
よ
く
知
る
弥
生
時
代
中
ー
後
期
の
一
般
的
な
集
落
遺
跡
で
は
、
「
経
将
単
位
」
．

団
」
な
ど
の
概
念
で
捉
え
ら
れ
る
五
軒
前
後
の
竪
穴
式
住
居
群
が
基
本
的
な
構
成
要
素
で
あ
る
rO

概
念
上
の
相
違
点
は
あ
っ
て
も
、
現
象

面
で
は
、
そ
う
し
た
規
模
の
竪
穴
式
住
居
跡
群
が
基
本
的
な
単
位
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
独
立
あ
る
い
は
複
数
集

合
し
て
―
つ
の
集
落
を
構
成
す
る
。
た
と
え
ば
、
三
国
丘
陵
群
の
小
郡
市
三
沢
栗
原
遺
跡
の
中
期
末
の
集
落
は
、
そ
う
し
た
竪
穴
式
住
屈

跡
群
が
、
最
低
六
単
位
で
―
つ
の
大
き
な
丘
陵
上
に
か
な
り
密
集
し
た
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
（
第
25
図
）
。
ま
た
、
古
墳
時
代
前
期
の
集

土
器
と
集
団
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土
器
と
集
団
〗

第25図 三沢栗原遺跡の竪穴式住居跡の配置
（矢印は出入口の方向 縮尺1/2, 000) 
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（三）

落
遺
跡
で
も
、
引
き
続
き
同
様
な
外
観
の
竪
穴
住
居
跡
群
が
み
ら
れ
、
外
来
系
統
の
土
器
の
受
容
の
単
位
で
あ
る
。
そ
う
し
た
点
で
は
、

五
軒
前
後
の
竪
穴
式
住
居
跡
群
の
ま
と
ま
り
は
、
外
観
的
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
な
単
位
と
捉
え
ら
れ
る
。

前
述
し
て
き
た
板
付
Il式
土
器
古
段
階
ー
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
集
落
で
は
、
蓬
ケ
浦
遺
跡
の
B
群
の
世
帯
群
が
、
弥
生
時
代
中
期

以
降
の
一
般
的
な
集
落
の
構
成
単
位
と
外
観
的
に
共
通
し
た
形
を
と
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
構
成
単
位
が
、
複
数
集
合
し
て
―
つ
の
丘

陵
上
に
集
中
的
に
営
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
弥
生
時
代
前
期
を
中
心
と
す
る
時
期
の
一
般
的
な
集
落
は
、
周
辺
の
一
ー
ニ
軒
の
竪
穴
式
住

居
跡
に
住
む
小
規
模
な
世
帯
群
を
含
み
、
か
な
り
広
い
空
間
の
中
に
散
在
す
る
姿
を
と
る
。

む
し
ろ
、
そ
う
し
た
姿
は
、
福
岡
市
早
良
区
の
四
箇
東
遺
跡
一
九
八
七
年
度
調
査
・
宮
崎
県
日
南
市
の
平
畑
遺
跡
な
ど
の
縄
文
時
代
後

し
晩
期
の
集
落
に
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
軒
の
竪
穴
式
住
居
を
中
心
と
す
る
複
合
世
帯
の
形
は
、
水
野
正
好
氏
が
想

定
す
る
縄
文
時
代
集
落
で
二
軒
が
一
単
位
と
な
る
あ
り
方
と
も
共
通
し
て
い
る
。
弥
生
時
代
前
期
は
、
稲
作
が
完
全
に
定
着
し
た
段
階
と

は
い
え
、
集
落
の
あ
り
方
は
、
縄
文
時
代
以
来
の
伝
統
の
延
長
線
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
縄
文
時
代
の
集
落
遺
跡
は
か
な
り
希
薄
な
分
布
し
か
し
め
さ
な
い
。
そ
れ
は
、
前
述
し
て
き
た
稗
田
丘
陵
群
・

三
国
丘
陵
群
で
散
在
的
で
は
あ
る
が
丘
陵
群
全
面
に
集
落
遺
跡
が
展
開
す
る
弥
生
時
代
前
期
の
状
況
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
の
変
化
は
、
稲
作
の
定
着
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
稲
作
を
行
う
た
め
の
協
業
シ
ス
テ
ム
は
、

縄
文
時
代
以
来
の
集
落
の
あ
り
方
を
色
濃
く
残
存
さ
せ
な
が
ら
、
丘
陵
群
の
各
所
に
集
落
を
増
殖
さ
せ
る
こ
と
で
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
弥
生
時
代
中
期
以
降
の
一
般
的
な
集
落
と
共
通
す
る
蓬
ケ
浦
遺
跡
B
群
の
登
場
も
、
変
化
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

世
帯
群
と
し
て
の
生
活
空
間
が
継
続
的
に
占
有
さ
れ
る
中
で
、
世
帯
の
存
在
は
か
な
り
希
薄
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
世
帯
群
と
し
て
ま
と
ま

る
た
め
の
規
制
の
強
さ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
散
在
的
に
周
辺
の
丘
陵
上
で
生
活
を
営
む
世
帯
群
を
含
む
集
落
の
中
核
で
あ
る
た
め
で
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
規
制
が
は
っ
き
り
し
た
形
で
は
た
ら
き
始
め
る
の
は
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
で
は
B
群
に
竪
穴
式
住
居
跡
群
が
密
集
し
て
営
ま
れ
、

土
器
と
集
団
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検
討
課
題
と
し
た
い
。 お

わ

り

に

土
器
と
集
団

西
側

a
グ
ル
ー
プ
の
み
に
大
型
住
居
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
板
付

II式
土
器
中
段
階
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
昨
年
調
査
さ
れ
た
小
郡
市
一

の
口
遺
跡
で
は
、
前
期
末
（
板
付

II式
土
器
新
段
階
）
ー
中
期
初
め
（
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
）
に
、
蓬
ヶ
浦
遺
跡
の

B
群
に
対
応
す
る

ニ
ー
三
世
帯
か
ら
構
成
さ
れ
る
世
帯
群
が
集
住
し
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
杭
を
打
ち
込
ん
だ
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
小
穴
列
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。

が
で
き
る
。
北
松
尾
口
遺
跡
で
は
住
居
遺
構
群
の
分
布
密
度
は
相
対
的
に
低
い
。
蓬
ヶ
浦
遺
跡
の
状
況
か
ら
類
推
す
れ
ば
、

一
の
口
遺
跡
は
、
周
辺
の
北
松
尾
口
遺
跡
と
と
も
に
、
三
国
丘
陵
群
上
の
集
落
遺
跡
の
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と

一
の
口
遺
跡

に
中
核
的
な
世
帯
群
、
北
松
尾
口
遺
跡
に
周
辺
の
小
規
模
な
世
帯
群
が
散
在
的
に
生
活
を
営
む
集
落
を
想
定
で
き
る
。
こ
う
し
た
一
の
ロ

遺
跡
の
杭
列
を
、
住
居
遺
構
群
を
取
り
囲
む
環
濠
に
か
わ
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
福
岡
市
博
多
区
板
付
遺
跡
な
ど
の
「
環
濠
集
落
」
内
部

の
住
居
遺
構
群
の
姿
が
類
推
で
き
よ
う
。
板
付
遺
跡
の
環
濠
は
、
そ
れ
以
降
に
あ
ら
わ
れ
る
「
環
濠
集
落
」
の
最
古
の
例
と
し
て
、
板
付

I
式
土
器
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
環
濠
内
に
中
核
と
な
る
世
帯
群
が
生
活
を
営
み
、
周
辺
の
小
規
模
な
世
帯
群
と
と
も
に
集
落
を
構
成
し

て
い
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
前
述
し
て
き
た
蓬
ヶ
浦
遺
跡
の

B
群
に
代
表
さ
れ
る
集
団
関
係
が
生
ま
れ
る
時
期
を
、
板
付

I
式
土
器
の
段

階
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
に
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
へ
の
変
化
の
一
線
を
引
く
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
集
落
遺
跡
か
ら
弥
生
時
代
前
期
の
集
団
関
係
を
考
え
て
み
た
。
し
か
し
、
本
来
は
集
落
に
住
み
暮
ら
し
て
い
た
人
び
と
の
最

後
の
地
で
あ
る
墓
地
と
の
関
係
を
も
含
め
て
考
え
る
必
要
を
切
実
に
感
じ
る
。
そ
の
点
で
は
、
本
稿
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
の

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
稿
は
随
分
以
前
に
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
の
研
究
会
で
発
表
し
た
要
旨
を
基
本
と
し
て
、
大
幅
な
修

正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
発
表
す
る
に
あ
た
り
、
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
の
横
山
浩
一
先
生
（
現
、
福
岡
市
博
物
館

顧
問
）
と
、
施
設
長
の
丸
山
薙
成
先
生
か
ら
、

（三）

い
ろ
い
ろ
な
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
資
料
調
査
に
あ
た
り
多
く
の
方
々
に
お
世
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〔註〕
(
l
)

佐
原
真
「
大
和
川
と
淀
川
」
「
古
代
の
日
本
」
五
角
川
書
店
一
九
七
0

都
出
比
呂
志
「
四
弥
生
土
器
の
地
域
色
」
『
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
」
岩
波
書
店
一
九
八
九

深
沢
芳
樹
「
弥
生
時
代
の
近
畿
」
「
岩
波
講
座
日
本
考
古
学
』
五
岩
波
書
店
一
九
八
七

都
出
比
呂
志
「
五
土
器
の
地
域
色
と
通
婚
圏
」
「
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
」
岩
波
書
店
一
九
八
九

長
嶺
正
秀
編
「
前
田
山
遺
跡
J

(
行
橋
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
九
集
）
一
九
八
七

前
田
山
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
発
掘
調
査
・
整
理
作
業
に
従
事
し
た
際
に
作
っ
た
メ
モ
を
参
考
と
し
た
。
そ
の
他
、
調
査
主
任
の
長
嶺
正

秀
氏
、
水
島
稔
夫
氏
か
ら
多
く
の
御
粒
示
を
得
た
。

長
嶺
正
秀
・
末
永
弥
義
編
「
下
稗
田
遺
跡
J

(
行
橋
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
七
集
）
一
九
八
五

註

(
4
)
・
(
5
)
文
献
お
よ
び
次
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。

定
村
責
二
「
行
橋
市
の
遺
跡
j

行
橋
市
教
育
委
員
会
一
九
六
三

竹
並
遺
跡
調
査
会
編
『
竹
並
遺
跡
」
一
東
出
版
寧
楽
社
一
九
七
九

宮
小
路
賀
宏
福
『
三
沢
泊
ヶ
浦
遺
跡
」
（
福
岡
県
文
化
財
調
壺
報
告
書
第
六
六
集
）
一
九
八
四

こ
の
ほ
か
、
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
担
当
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
小
郡
市
教
育
委
貝
会
の
片
岡
宏
二
氏
か
ら
多
く
の
御
教
示
を
得
た
。

ま
た
、
遺
物
の
観
察
を
行
う
上
で
、
小
郡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

福
岡
県
教
育
委
員
会
お
よ
び
小
郡
市
教
育
委
員
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
発
掘
調
査
報
告
書
に
よ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
小
郡
市
教
育
委
員
会
の

方
々
か
ら
各
種
の
御
教
示
を
得
た
。

田
崎
博
之
「
須
玖
式
土
器
の
再
検
討
」
『
史
淵
j

註

(
9
)
文
献
と
同
じ
。

10 9 8
 

7
 

6 5 (
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

土
器
と
集
団

（三）

話
に
な
っ
た
。
と
く
に
、
蓮
ヶ
浦
遺
跡
の
調
介
担
当
者
の
片
岡
宏
二
氏
に
は
、
か
な
り
こ
ま
ご
ま
と
し
た
調
査
成
果
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
吉
向
野
信
＇
田
•
宮
崎
克
則
に
は
、
筆
者
の
非
常
に
鈍
い
足
取
り
に
、
叱
陀
・
激
励
を
い
た
だ
き
、
ど
う
に
か
最
後
ま
で
た
ど
り
つ

く
こ
と
か
で
き
た
こ
以
上
の
方
々
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
い
。

第
―
ニ
ニ
輯

一
九
八
互

ほ
か
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(28) 

(29) 

(30) 

(31) 

(21) 

(22) 

(23) 

(24) 

(25) 

(26) 

(27) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

(16) 

(17) 

(18) 

(19) 

(20) 
土
器
と
集
団

（三）

一
九
八
二

雄
山
閣
出
版

福
岡
県
教
育
委
員
会

註

(
9
)
文
献
と
同
じ
。

註

(
9
)
文
献
と
同
じ
。

註

(
9
)
文
献
と
同
じ
。

註

(
9
)
文
献
と
同
じ
。

研
究
史
に
つ
い
て
は
、
田
崎
博
之
「
弥
生
土
器
の
起
源
」
『
論
争
・
学
説
日
本
の
考
古
学
j

註

(
9
)
文
献
と
同
じ
。

橋
口
達
也
「
甕
棺
の
編
年
的
研
究
」
『
九
州
縦
貰
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

j
x
x
x
I

山
崎
純
男
「
層
位
学
的
方
法
」
『
季
刊
考
古
学
」
第
一
七
号
雄
山
閣
出
版
一
九
八
六

岩
崎
次
郎
「
2
章
弥
生
遺
跡
の
調
査
」
『
竹
並
遺
跡
』
東
出
版
寧
楽
社
一
九
七
九

後
藤
直
編
「
板
付
」
（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
五
集
）
一
九
七
六

こ
の
比
率
は
一
九
六
四
年
度
に
調
査
さ
れ
た
地
点
の
板
付

I
式
土
器
古
段
階
ー
須
玖

I
式
土
器
古
段
階
の
比
率
で
あ
り
、
全
時
期
を
通
じ
て
甕

A
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

七
田
忠
昭
ほ
か
網
『
町
南
遺
跡
』
（
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
八
集
）
一
九
八
三

小
田
富
士
雄
ほ
か
『
亀
ノ
甲
遺
跡
」
八
女
市
教
育
委
員
会
一
九
六
四

中
間
研
志
•
平
島
勇
夫
編
『
九
州
縦
貰
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
壺
報
告

x
x
w

』
福
岡
県
教
育
委
員
会

中
間
研
志
綱
『
九
州
横
断
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
3
」
福
岡
県
教
育
委
員
会
一
九
八
四

酒
井
仁
夫
編
「
葛
川
遺
跡
』
（
刈
田
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
集
）
一
九
八
四

註

(
4
)
．（
5
)
文
献
と
同
じ
。

森
貞
次
郎
「
各
地
域
の
弥
生
式
土
器
ー
北
九
州
ー
」
『
日
本
考
古
学
講
座
」

4

一
九
五
六

森
貞
次
郎
・
岡
崎
敬
「
福
岡
県
板
付
遺
跡
」
『
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
』
至
文
堂
一
九
六
一

鏡
山
猛
・
杉
原
荘
介
・
大
塚
初
重
「
福
岡
県
城
ノ
越
貝
塚
」
『
日
本
農
耕
文
化
の
生
成
」
至
文
堂
一
九
六
一

出
土
比
率
は
遺
構
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
一
段
階
古
い
資
料
を
含
ん
で
い
る
。

鷲
尾
泰
俊
『
日
常
の
な
か
の
統
計
学
」
岩
波
書
店
一
九
八
三

カ
イ
ニ
乗
分
布
表
は
註

(29)

の
文
献
の
付
表
を
利
用
し
た
。

木
村
幾
多
郎
「
北
部
九
州
の
弥
生
時
代
貝
塚
」
「
森
貞
次
郎
博
士
古
稀
記
念
古
文
化
論
集
」

第
四
巻

一
九
七
八 一

九
七
九

一
九
八
六
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(37) 

(38) 

(39) 

(40) 

(41) 

(32) 

(33) 

(34) 

(35) 

(36) 

（三）

高
倉
洋
彰
「
弥
生
時
代
の
集
団
組
成
」
「
九
州
考
古
学
の
諸
問
題
」
東
出
版
一
九
七
五

近
藤
義
郎
「
共
同
体
と
単
位
集
団
」
「
考
古
学
研
究
」
第
六
巻
第
一
号
一
九
五
九

都
出
比
呂
志
「
農
業
共
同
体
と
首
長
権
」
「
講
座
日
本
史
」
一
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
〇

註
32
文
献
と
同
じ

速
水
信
也
編
「
三
沢
栗
原
遺
跡

I
.
I
l
j
（
小
群
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
五
集
）
一
九
八
三

片
岡
宏
二
編
「
三
沢
栗
原
遺
跡

m
.
w」
（
小
郡
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
三
集
）
一
九
八
五

中
島
達
也
編
「
三
沢
栗
原
遺
跡
＞
」
（
小
郡
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
八
集
）
一
九
八
六

田
崎
博
之
「
古
墳
時
代
初
頭
前
後
の
筑
前
地
方
」
『
史
淵
j

第
―
二

0
輯
一
九
八
一
1-

常
松
幹
雄
ほ
か
「
入
部
遺
跡

I
j
（
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
）
一
九
九
〇

北
郷
泰
道
ほ
か
「
平
畑
遺
跡
」
（
宮
崎
学
園
都
市
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
第
二
集
）
一
九
八
五

水
野
正
好
「
縄
文
時
代
集
落
研
究
へ
の
墓
礎
的
操
作
」
「
古
代
文
化
」
第
ニ
―
巻
第
一
―
-
•
四
号
一
九
六
九

一
の
口
遺
跡
と
北
松
尾
口
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
小
郡
市
教
育
委
員
会
の
速
水
信
也
・
柏
原
孝
俊
氏
か
ら
御
教
示
を
え
た
。
ま
た
、

の
位
置
は
、
第
6
図，
32
（
北
松
尾
口
2
地
点
）
の
北
東
一

0
0
ー
ニ

0
0
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
あ
た
る
。

（
補
註
）
「
土
器
と
集
団
口
」
で
、
数
字
の
校
正
ミ
ス
を
い
く
つ
か
発
見
し
た
の
で
証
正
し
て
お
く
。

25
ペ
ー
ジ

16
行

目

須

玖

II式
土
古
段
階
↓
須
玖

I
式
土
器
古
段
階

42
ペ

ー

ジ

第
14
図
③
'
b
の
円
グ
ラ
フ
中
の
空
白
↓
5

43
ペ
ー
ジ

8
行
目
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
↓
八
九
パ
ー
セ
ン
ト

49
ペ
ー
ジ

10
行
目
六
八
パ
タ
ー
ン
↓
六
八
パ
ー
セ
ン
ト

土
器
と
集
団

一
の
口
遺
跡
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